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翻
訳
（
訳
注
）

張
果
関
連
文
献
訳
注
稿
（
上
）

川
　
　
口
　
　
喜
　
　
治

　
　
　

【
キ
ー
ワ
ー
ド
】
張
果
、
旧
唐
書
、
新
唐
書
、
太
平
広
記

は
じ
め
に

本
稿
は
、
盛
唐
の
道
士
で
あ
る
張
果
に
関
す
る
基
礎
的
文
献
に
訳
注
を
施
し
た
も
の
で
あ

る
。張

果
は
、
の
ち
に
八
仙
の
一
人
と
し
て
数
え
ら
れ
る
こ
と
で
有
名
で
あ
る

（
注
１
）。

唐
突
で
は
あ
る
が
、
筆
者
は
、
こ
こ
数
年
来
、
盛
唐
の
詩
人
で
あ
る
李
頎
に
つ
い
て
研
究

を
進
め
て
き
た
。
そ
の
過
程
で
、
李
頎
が
張
果
に
贈
っ
た
詩
が
残
っ
て
い
る
こ
と
を
知
っ
た
。

更
に
調
べ
て
み
る
と
、張
果
に
関
す
る
詩
歌
は
、李
頎
の
一
首
と
張
果
自
身
の
一
首
し
か
残
っ

て
い
な
い
こ
と
が
わ
か
っ
た
。

も
と
も
と
、
李
頎
が
張
果
に
贈
っ
た
詩
を
解
読
す
る
た
め
に
、
張
果
関
係
の
文
献
に
当
っ

て
い
た
が
、
張
果
に
関
す
る
研
究
が
少
な
い
上
に
、
八
仙
の
一
人
に
数
え
ら
れ
る
前
の
張
果

の
「
実
像
」
を
語
る
文
献
に
つ
い
て
は
、
ほ
と
ん
ど
解
読
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
が
判
明
し
た
。

そ
こ
で
ひ
と
ま
ず
の
研
究
目
的
を
本
訳
注
稿
作
成
と
し
、
現
時
点
で
の
成
果
を
公
開
す
る
次

第
で
あ
る
。

本
稿
作
成
に
お
い
て
は
、『
大
漢
和
辭
典
』、『
漢
語
大
詞
典
』、『
角
川
大
字
源
』
を
は
じ

め
と
す
る
各
種
の
工
具
書
、「
中
國
哲
學
書
電
子
化
計
劃
」
を
は
じ
め
と
す
る
各
種
の
デ
ー

タ
ベ
ー
ス
を
活
用
し
た
。
中
で
も
、『
角
川
新
字
源
改
訂
新
版
』
に
多
大
な
恩
恵
を
受
け
て

い
る
。
注
の
語
釈
も
、『
新
字
源
』
を
そ
の
ま
ま
拝
借
し
た
部
分
も
少
な
く
な
い
。
い
ち
い

ち
は
記
さ
な
い
が
、
プ
ラ
イ
オ
リ
テ
ィ
ー
は
、
こ
れ
ら
の
先
行
研
究
の
成
果
に
存
在
す
る
。

訳
注
対
象
は
、正
史
『
舊
唐
書
』『
新
唐
書
』
張
果
傳
等
、『
全
唐
文
』『
全
唐
詩
』
小
傳
、『
太

平
廣
記
』「
張
果
」、『
宣
室
志
』
所
収
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
、
李
頎
が
張
果
に
贈
っ
た
詩
、『
全
唐

文
』
所
収
の
張
果
の
文
、
張
果
自
身
の
詩
、
で
あ
る
。

右
の
訳
出
対
象
に
は
通
し
番
号
を
振
っ
た
。

訳
注
は
、
原
文
、
書
き
下
し
文
、
訳（
大
意
）、
注
の
順
に
示
し
た
。

注
を
付
し
た
語
彙
・
語
句
に
つ
い
て
は
、
書
き
下
し
文
に
右
線
を
引
い
て
示
し
た
。
注
を

付
し
た
語
が
連
続
す
る
場
合
や
、
語
彙
が
訓
読
に
よ
っ
て
離
れ
る
場
合
な
ど
は
、
二
重
線
を

用
い
て
い
る
。
な
お
こ
れ
と
は
別
に
注
の
本
文
に
お
い
て
も
傍
線
を
用
い
て
い
る
が
、
こ
れ

は
ハ
イ
ラ
イ
ト
を
意
図
し
て
い
る
。

訳
注
稿
に
お
け
る
各
種
引
用
文
献
の
書
誌
に
つ
い
て
は
、
一
番
初
め
に
引
用
し
た
箇
所
に

記
し
た
。

な
お
本
訳
注
稿
は
、
紙
幅
の
関
係
上
、
上
中
下
の
三
篇
に
分
け
る
。

本
稿
上
篇
で
は
、『
舊
唐
書
』『
新
唐
書
』
張
果
傳
等
、『
全
唐
文
』『
全
唐
詩
』
小
傳
の
張
果
傳
、

『
太
平
廣
記
』「
張
果
」（
一
部
）を
掲
載
す
る
。
な
お
『
太
平
廣
記
』「
張
果
」
の
残
り
の
部
分
、

『
宣
室
志
』
卷
八
所
収
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
、
李
頎
詩
の
訳
注
は
中
篇

（
注
２
）に

掲
載
す
る
。
張
果
関
連

文
献
の
本
丸
と
も
言
え
る
『
全
唐
文
』
所
収
の
張
果
の
文
、『
全
唐
詩
』
所
収
の
張
果
の
詩
は
、

下
篇
に
掲
載
の
予
定
で
あ
る
。

（
注
１
）八
仙
に
張
果
を
数
え
ず
、
他
の
仙
人
を
入
れ
る
場
合
も
あ
る
。
野
口
鐵
郎
ほ
か
『
道

教
事
典
』「
八
仙
」（
稲
畑
耕
一
郎
執
筆
、
平
河
出
版
社
、
一
九
九
四
年
）。

（
注
２
）『
山
口
県
立
大
学
国
際
文
学
部
紀
要
』
二
六
号
、
二
〇
二
〇
年

一
、『
舊
唐
書
』『
新
唐
書
』
張
果
傳
、『
新
唐
書
』
藝
文
志
、『
宋
史
』
藝
文
志
、『
全
唐
文
』

『
全
唐
詩
』
小
傳

本
節
で
は
、
右
の
標
題
に
掲
げ
た
資
料
の
訳
注
を
示
す
。
張
果
関
連
文
献
に
お
け
る
史
料

　
　
　

山
口
県
立
大
学
国
際
文
化
学
部　

中
国
文
学
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張果関連文献訳注稿（上）

と
し
て
最
も
基
本
と
な
る
も
の
で
あ
る
と
考
え
る
。

（
一
）『
舊
唐
書
』
卷
一
九
一
・
方
伎
列
傳
・
張
果
列
傳

【
底
本
】

●
中
華
書
局
点
校
本
、
一
九
七
五
年

【
原
文
】

張
果
者
、
不
知
何
許
人
也
。
則
天
時
、
隱
於
中
條
山
、
往
來
汾
晉
閒
。
時
人
傳
其
有
長
年

祕
術
、
自
云
年
數
百
歳
矣
。
嘗
著
陰
符
經
玄
解
、
盡
其
玄
理
。
則
天
遣
使
召
之
、
果
佯
死
不

赴
。
後
人
復
見
之
、
往
來
恆
州
山
中
。
開
元
二
十
一
年
、
恆
州
刺
史
韋
濟
以
狀
奏
聞
。
玄
宗

令
通
事
舍
人
裴
晤
往
迎
之
。
果
對
使
絶
氣
如
死
、
良
久
漸
蘇
。
晤
不
敢
逼
、
馳
還
奏
狀
。
又

遣
中
書
舍
人
徐
嶠
齎
璽
書
以
邀
迎
之
。
果
乃
隨
嶠
至
東
都
、
肩
輿
入
宮
中
。

【
書
き
下
し
文
】

張
果
は
、
何い

ず
こ許

の
人
な
る
か
を
知
ら
ざ
る
な
り
。
則
天
の
時
、
中
条
山
に
隠
れ
、
汾
・
晉

の
間
に
往
来
す
。
時
人　

伝
う
ら
く　

其そ

の
長
年
の
秘
術
有
り
て
、
自
ら
年と
し

は
数
百
歳
な
り

と
云
う
と
。
嘗
て
『
陰
符
経
玄
解
』
を
著
わ
し
、
其そ

の
玄
理
を
尽
く
す
。
則
天　

使
い
を
遣や

り
て
之こ

れ
を
召
さ
ん
と
す
れ
ど
も
、
果　

死
を
佯い

つ
わり

て
赴
か
ず
。
後
の
人　

復
た
之こ

れ
に
見あ

い
、
恒
州
の
山
中
に
往
来
す
。
開
元
二
十
一
年
、
恒
州
刺
史
・
韋
済　

状
を
以
て
奏
聞
す
。

玄
宗　

通
事
舍
人
・
裴
晤
を
し
て
往
き
て
之こ

れ
を
迎
え
し
む
。
果　

使
い
に
対
し
て
気
を
絶

つ
こ
と
死
す
る
が
如
く
、
良や

や
久
し
く
し
て
漸
く
蘇
よ
み
が
える

。
晤　

敢
え
て
逼せ
ま

ら
ず
、
馳
せ
還
り

て
状
を
奏
す
。
又
た
中
書
舍
人
・
徐
嶠
を
遣や

り
て
璽
書
を
齎も
た
らし
て
以
て
之こ

れ
を
邀よ

う

迎げ
い

せ
し
む
。

果　

乃
ち
嶠
に
随
い
て
東
都
に
至
り
、
肩
輿
に
し
て
宮
中
に
入
る
。

【
大
意
】

張
果
は
、
ど
こ
の
人
で
あ
る
か
は
わ
か
ら
な
い
。
則
天
武
后
の
時
に
、
中
条
山
に
隠
棲
し
、

汾
・
晋
の
地
域
で
活
動
し
て
い
た
。
当
時
の
人
々
は
、
張
果
に
は
寿
命
を
延
ば
す
秘
術
が
あ

り
、
自
ら
数
百
歳
だ
と
称
し
て
い
る
、
と
言
い
伝
え
て
い
た
。
あ
る
時
、
張
果
は
『
陰
符
経

玄
解
』
を
書
き
、
道
家
的
兵
法
思
想
の
奥
義
を
極
め
た
。
そ
こ
で
則
天
武
后
は
、
使
者
を
派

遣
し
て
張
果
を
召
し
か
か
え
よ
う
と
し
た
が
、
張
果
は
死
を
い
つ
わ
り
、
武
后
の
も
と
に
向

か
わ
な
か
っ
た
。
後
の
時
代
の
人
が
張
果
に
会
っ
た
と
き
に
は
、
彼
は
恒
州
の
山
中
で
暮
ら

し
て
い
た
。
開
元
二
十
一
年（
七
三
三
）、
恒
州
知
事
の
韋
済
が
張
果
の
こ
と
を
文
書
に
よ
っ

て
皇
帝
に
ご
報
告
申
し
上
げ
た
。
玄
宗
は
、
通
事
舍
人
の
裴
晤
を
出
向
か
せ
て
張
果
を
迎
え

よ
う
と
し
た
。
張
果
は
、
使
者
に
向
か
っ
て
息
を
絶
っ
て
死
ん
だ
よ
う
に
な
り
、
か
な
り
時

間
が
経
っ
て
徐
々
に
息
を
吹
き
返
し
た
。
裴
晤
は
執
拗
に
迫
る
こ
と
は
せ
ず
、
急
ぎ
都
に
戻

り
、
報
告
書
を
皇
帝
に
献
じ
た
。
玄
宗
は
、
今
度
は
、
中
書
舍
人
の
徐
嶠
を
派
遣
し
、
御
璽

で
封
じ
た
詔
を
持
参
さ
せ
て
、
張
果
を
招
き
入
れ
よ
う
と
し
た
。
張
果
は
そ
こ
で
よ
う
や
く

徐
嶠
に
つ
い
て
東
都
・
洛
陽
に
や
っ
て
来
て
、
輿
に
乗
る
と
い
う
待
遇
で
宮
中
に
入
っ
た
。

【
注
釈
】

●
中
条
山
‥
洛
陽
と
長
安
の
あ
い
だ
に
位
置
す
る
陝
州（
治
・
陝
県
、
河
南
省
三
門
峡
市
）の

北
、
蒲
州（
治
・
河
東
県
、
山
西
省
永
済
市
西
）と
の
境
に
連
な
る
山
。『
舊
唐
書
』
に
よ

れ
ば
、
こ
の
山
に
隠
れ
た
士
人
と
し
て
、
王
亀（
卷
一
六
四
）、
陽
城（
卷
一
九
二
）、
司
空

図（
卷
一
九
〇
下
）が
い
る
。

●
汾
晋
‥
汾
水
の
流
域
の
山
西
省
、
太
原
を
中
心
と
し
た
地
域
。
并
州
・
太
原
府
は
、
治
所

は
太
原
県
と
晋
陽
県（
一
都
市
二
県
制
。
山
西
省
太
原
市
南
）。
唐
の
高
祖
・
李
淵
の
旗
揚

げ
の
地
で
あ
り
、
唐
王
朝
に
お
い
て
長
安
、
洛
陽
に
準
じ
る
北
都
と
し
て
位
置
づ
ら
れ
た

（
中
村
治
兵
衛
「
唐
代
に
お
け
る
一
都
市（
一
州
）二
県
制
」、
唐
代
史
研
究
会
『
中
国
都

市
の
歴
史
的
研
究
』、
刀
水
書
房
、
一
九
八
八
年
）。
太
原
府
の
南
に
は
汾
州（
治
・
隰
城
県
、

山
西
省
汾
陽
市
）、
そ
の
南
に
晋
州（
治
・
臨
汾
県
、
山
西
省
臨
汾
市
）が
あ
る
。
ま
た
汾

水
が
太
原
府
、
汾
州
、
晋
州
を
流
れ
蒲
州
で
黄
河
に
注
ぐ
。
張
果
の
行
動
は
、
陸
路
だ
け

で
は
な
く
、
水
路
を
活
用
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

●
間
‥
あ
た
り
、
地
域
。

●
往
来
‥
こ
こ
で
は
、
試
み
に
、
行
き
来
す
る
の
原
義
か
ら
推
し
て
、
活
動
す
る
、
さ
ら
に

は
生
活
す
る
、
暮
ら
す
の
意
味
に
解
釈
し
て
み
る
。

●
長
年
‥
長
生
き
す
る
。
寿
命
を
の
ば
す
。

●
陰
符
経
玄
解
‥
『
新
唐
書
』
卷
五
九
・
藝
文
志
三
・
丙
部
子
錄
・
道
家
類
・
神
仙
に
「
張

果
陰
符
經
太
無
傳
一
卷
。
又
陰
符
經
辨
命
論
一
卷
。」
と
見
え
る
。「
陰
符
経
」
は
「
道

教
の
経
典
」（
尾
崎
雄
二
郎
ほ
か
『
中
国
文
化
史
大
事
典
』「
陰
符
経
」、
大
修
館
書
店
、

二
〇
一
三
年
、麥
谷
邦
夫
執
筆
）。
ま
た
、「
道
家
の
思
想
を
と
り
入
れ
た
兵
法
の
書
」（『
道

教
事
典
』「
陰
符
経
」、
福
井
文
雅
執
筆
）。

●
玄
理
‥
奥
深
い
通
り
。
学
説
。

●
佯
死
‥
死
ん
だ
ふ
り
を
す
る
。
次
に
「
果
對
使
絶
氣
如
死
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
自
ら
を

仮
死
状
態
に
す
る
こ
と
が
で
き
た
の
で
あ
ろ
う
。

●
恒
州
‥
治
・
真
定
県
、
河
北
省
正
定
県
。
西
に
并
州
・
太
原
府
と
隣
接
す
る
。

●
開
元
二
十
一
年
‥
『
舊
唐
書
』
卷
八
・
玄
宗
本
紀
上
で
は
「（
二
十
二
年
…
…
二
月
…
…
）
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辛
亥
、
初
置
十
道
採
訪
處
置
使
。
徵
恆
州
張
果
先
生
、
授
銀
青
光
祿
大
夫
、
號
曰
通
玄
先

生
。」
と
開
元
二
二
年
の
こ
と
と
す
る
。
ま
た
『
舊
唐
書
』
玄
宗
本
紀
、『
新
唐
書
』
卷
五
・

玄
宗
本
紀
と
も
、
玄
宗
は
開
元
二
二
年
に
洛
陽
に
至
り
、
二
四
年
十
月
に
長
安
に
還
っ
た

と
す
る
。
し
て
み
る
と
、
両
『
唐
書
』
が
伝
え
る
張
果
と
玄
宗
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
は
こ
の
期

間
に
あ
っ
た
と
推
定
さ
れ
る
。

●
韋
済
‥
六
八
八
―
七
五
四
。
宰
相
・
韋
嗣
立
の
第
三
子
。
杜
甫
や
高
適
と
交
遊
を
持
っ
た
。

韋
済
が
恒
州
刺
史
で
あ
っ
た
時
、
高
適
に
「
眞
定
卽
事
奉
贈
韋
使
君
二
十
八
韻
」（『
全

唐
詩
』
卷
二
一
四
）が
あ
る（
周
祖
譔
『
中
国
文
学
家
大
辞
典　

唐
五
代
巻
』、
中
華
書
局
、

一
九
九
二
年
）。

●
状
‥
上
奏
文
の
一
種
。
意
見
や
事
実
を
述
べ
る
。

●
玄
宗
‥
玄
宗
皇
帝
の
道
教
へ
の
深
い
傾
倒
に
つ
い
て
は
、
窪
徳
忠
『
道
教
史
』（
山
川
出

版
社
、
一
九
七
七
年
）、
坂
出
祥
伸
『
道
教
と
は
何
か
』（
中
央
公
論
社
、
二
〇
〇
五
年
）

に
簡
潔
明
快
に
記
述
さ
れ
て
い
る
。
以
下
、
そ
れ
ら
か
ら
こ
こ
と
特
に
関
わ
り
の
深
い
部

分
を
要
約
す
る
。

玄
宗
は
、
唐
の
歴
代
の
皇
帝
の
う
ち
で
、
道
教
に
も
っ
と
も
深
く
心
酔
し
た
皇
帝
で
あ
る
。

開
元
九
年
に
、
天
台
山
か
ら
、
茅
山
派
第
一
二
代
宗
師
・
司
馬
承
禎
を
迎
え
て
、
法
籙
を

受
け
、
道
士
皇
帝
と
な
っ
た
。『
道
徳
経
』
を
諸
経
の
首
位
に
置
き
、
開
元
二
一
年
に
は

一
般
の
人
た
ち
の
家
に
必
ず
毎
戸
一
本
を
所
蔵
さ
せ
、
尚
書
策
や
論
語
策
の
代
わ
り
に
老

子
策
を
貢
挙
に
加
え
る
よ
う
に
定
め
た
。
ま
た
二
一
年
に
、
玄
宗
は
自
ら
『
道
徳
経
』
の

注
を
書
き
、
二
十
三
年
に
は
さ
ら
に
『
道
徳
経
』
の
疏
を
撰
述
し
た
。
な
お
窪
氏
は
、
唐

の
皇
帝
の
中
で
特
別
で
あ
っ
た
玄
宗
の
道
教
信
仰
に
は
「
司
馬
承
禎
、
呉
筠
、
張
果
な
ど

茅
山
派
の
道
士
た
ち
の
力
が
大
き
か
っ
た
に
ち
が
い
な
い
。」（
傍
線
‥
川
口
）と
推
測
す
る
。

さ
て
、開
元
二
一
年
は
、張
果
が
玄
宗
に
招
か
れ
た
年
で
あ
る
。
上
の
「
開
元
二
十
一
年
」

の
注
に
記
し
た
よ
う
に
、
玄
宗
は
開
元
二
二
年
か
ら
二
四
年
ま
で
の
間
、
洛
陽
に
滞
在
し

た
。
こ
の
状
況
か
ら
考
え
る
と
、
玄
宗
の
『
道
徳
経
疏
』
の
作
成
に
、
張
果
が
全
く
無
関

係
で
あ
っ
た
と
は
い
え
な
い
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。『
新
唐
書
』
で
は
張
果
は
集
賢
院
に

泊
め
ら
れ
る
と
あ
る
が
、下
記
に
紹
介
す
る
よ
う
に
、集
賢
院
学
士
や
道
士
は
玄
宗
の
『
道

徳
経
疏
』
の
撰
述
の
主
体
で
あ
っ
た
。

堀
池
信
夫
氏
は
、
玄
宗
の
『
老
子
注
』
が
「
ほ
ぼ
自
著
と
い
え
る
も
の
で
あ
る
」
の
に
対

し
て
「『
道
徳
真
経
疏
』
は
、
玄
宗
の
意
を
受
け
た
集
賢
院
学
士
や
道
士
た
ち
が
、『
道
徳

経
注
』
の
解
釈
を
よ
り
発
明
せ
ん
と
し
て
著
し
た
も
の
で
あ
り
、
奉
勅
撰
と
い
っ
た
た
ぐ

い
の
も
の
で
あ
る
。」（「「
妙
本
」
の
位
置
―
唐
玄
宗
『
老
子
注
』
の
一
特
質
―
」、『
中
国

文
化　

研
究
と
教
育
』
六
〇
、二
〇
〇
二
年
。
傍
線
‥
川
口
）と
述
べ
る
。
ま
た
麥
谷
邦
夫

氏
は
、「
玄
宗
の
御
注
は
開
元
二
十
年
ま
で
に
一
応
完
成
し
て
い
た
が
、
直
ち
に
施
行
さ

れ
た
わ
け
で
は
な
く
、
二
十
一
年
の
「
家
蔵
一
本
」
の
詔
勅
を
経
て
、
二
十
三
に
疏
と
と

も
に
は
じ
め
て
集
賢
院
学
士
の
も
と
に
下
賜
さ
れ
て
検
討
が
命
ぜ
ら
れ
、
そ
の
奏
請
に
基

づ
い
て
漸
く
施
行
さ
れ
た
。」「
玄
宗
の
御
疏
と
い
う
の
は
、
実
は
御
注
の
作
成
に
直
ち
に

引
き
続
い
て
、
開
元
二
十
年
に
集
賢
院
の
学
士
と
若
干
の
道
士
た
ち
の
手
に
よ
っ
て
撰
述

が
開
始
さ
れ
、開
元
二
十
三
年
に
完
成
し
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。」（「
玄
宗
と『
道
徳
真
経
』

注
疏
の
撰
述
」、『
六
朝
隋
唐
道
教
思
想
研
究
』、
岩
波
書
店
、
二
〇
一
八
年
。
傍
線
‥
川
口
。

な
お
こ
こ
の
「
若
干
の
道
士
た
ち
」
に
は
張
果
は
想
定
さ
れ
て
い
な
い
よ
う
で
あ
る
）と

述
べ
る
。

●
通
事
舍
人
‥
皇
帝
と
臣
下
の
間
の
様
々
な
取
り
次
ぎ
役
。『
大
唐
六
典
』卷
九
・
中
書
省「
通

事
舍
人
十
六
人
。
從
六
品
上
。
…
…
通
事
舍
人
掌
朝
見
引
納
及
辭
謝
者
於
殿
廷
通
奏
。
京

官
文
武
職
事
五
品
已
上
假
、
使
、
去
皆
奏
辭
、
來
皆
奏
見
。
其
六
品
已
下
、
奉
敕
差
使
亦

如
之
。
外
官
五
品
已
上
假
、使
至
京
及
經
京
過
、若
新
授
及
駕
行
在
三
百
里
内
過
、並
聽
辭
、

見
。
凡
近
臣
入
侍
、
文
武
就
列
、
則
引
以
進
退
、
而
告
其
拜
起
出
入
之
節
。
凡
四
方
通
表
、

華
夷
納
貢
、
皆
受
而
進
之
。
…
…
凡
軍
旅
之
出
、
則
命
受
慰
勞
而
遣
之
。
既
行
、
則
每
月

存
問
將
士
之
家
、
以
視
其
疾
苦
。
凱
還
、
則
郊
迓
之
、
皆
復
命
。
凡
致
仕
之
臣
與
邦
之
耋

老
、
時
巡
問
亦
如
之
。」

●
裴
晤
‥
未
詳
。『
舊
唐
書
』『
新
唐
書
』
で
は
張
果
列
傳
の
み
に
見
え
る
。

●
中
書
舍
人
‥
「
制
誥（
皇
帝
の
み
こ
と
の
り
）の
執
筆
に
あ
た
る
…
…
重
職
で
あ
っ
た
が
、

詩
人
の
場
合
に
は
、
…
…
“
文
士
の
極
任
”
と
称
さ
れ
た
中
書
舎
人
と
し
て
文
筆
の
才
を

ふ
る
う
者
が
多
か
っ
た
。」（
礪
波
護
「
唐
の
官
制
と
官
職
」、
小
川
環
樹
『
唐
代
の
詩
人

―
そ
の
伝
記
』
所
収
、
大
修
館
書
店
、
一
九
七
五
年
）。『
大
唐
六
典
』
卷
九
・
中
書
省

「
中
書
舍
人
六
人
。
正
五
品
上
。
…
…
中
書
舍
人
掌
侍
奉
進
奏
、
參
議
表
章
。
凡
詔
旨
制

敕
、
及
璽
書
册
命
、
皆
按
典
故
起
草
進
畫
。
既
下
、
則
署
而
行
之
。」

●
徐
嶠
‥
『
初
學
記
』
を
撰
し
た
徐
堅
の
子
。『
新
唐
書
』
卷
一
九
九
・
儒
學
列
傳
中
・
徐

齊
聃
列
傳
「（
徐
堅
の
）子
嶠
、
字
巨
山
。
開
元
中
爲
駕
部
員
外
郎
、
集
賢
院
直
學
士
、
遷

中
書
舍
人
、
内
供
奉
、
河
南
尹
。
封
慈
源
縣
公
。
父
子
相
次
爲
學
士
、
自
祖
及
孫
、
三
世

爲
中
書
舍
人
。」

●
璽
書
‥
皇
帝
の
璽
で
封
印
さ
れ
た
、
皇
帝
の
発
す
る
文
書（
中
村
裕
一『
隋
唐
王
言
の
研
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究
』、汲
古
書
院
、二
〇
〇
三
年
）。
皇
帝
の
招
き
に
応
じ
な
い
張
果
を
呼
び
寄
せ
る
た
め
に
、

更
な
る
手
段
と
し
て
、
正
式
な
皇
帝
の
文
書
を
出
し
、
ま
た
重
職
で
あ
る
中
書
舎
人
を
派

遣
し
た
の
で
あ
る
。
武
則
天
・
玄
宗
と
張
果
と
の
駆
け
引
き
は
、「
招
聘
拒
絶
ゲ
ー
ム
」（
大

室
幹
雄『
桃
源
の
夢
想
―
古
代
中
国
の
反
劇
場
都
市
』第
六
章「
隠
者
の
社
会
学
」、三
省
堂
、

一
九
八
四
年
）の
一
形
態
、
コ
ピ
ー
と
捉
え
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。

●
邀
迎
‥
招
き
迎
え
入
れ
る
。

●
東
都
‥
洛
陽
。

●
肩
輿
‥
肩
で
か
つ
ぐ
か
ご
。
こ
し
。

【
原
文
】

玄
宗
初
卽
位
、
親
訪
理
道
及
神
仙
方
藥
之
事
、
及
聞
變
化
不
測
而
疑
之
。
有
邢
和
璞
者
、

善
算
人
而
知
夭
壽
善
惡
。
玄
宗
令
算
果
、
則
懵
然
莫
知
其
甲
子
。
又
有
師
夜
光
者
、
善
視
鬼
。

玄
宗
召
果
與
之
密
坐
、
令
夜
光
視
之
。
夜
光
進
曰
、「
果
今
安
在
。」
夜
光
對
面
終
莫
能
見
。

玄
宗
謂
力
士
曰
、「
吾
聞
飮
菫
汁
無
苦
者
、
眞
奇
士
也
。」
會
天
寒
、
使
以
菫
汁
飮
果
。
果
乃

引
飮
三
卮
、
醺
然
如
醉
所
作
。
顧
曰
、「
非
佳
酒
也
。」
乃
寢
。
頃
之
、
取
鏡
視
齒
、
則
盡
燋

且
黧
。
命
左
右
取
鐵
如
意
擊
齒
墮
、
藏
於
帶
。
乃
懷
中
出
神
仙
藥
、
微
紅
、
傅
墮
齒
之
齗
。

復
寐
良
久
、
齒
皆
出
矣
。
粲
然
潔
白
。
玄
宗
方
信
之
。

【
書
き
下
し
文
】

玄
宗　

初
め
て
即
位
し
、
親み

ず

か
ら
理
道
及
び
神
仙
方
薬
の
事
を
訪
ね
、
変
化
不
測
を
聞
く

に
及
び
て
之こ

れ
を
疑
う
。
邢
和
璞
な
る
者
有
り
て
、
善
く
人
を
算か

ぞ

え
て
夭
寿
、
善
悪
を
知
る
。

玄
宗　

果
を
算
え
し
む
れ
ば
、
則
ち
懵ぼ

う

然
と
し
て
其そ

の
甲
子
を
知
る
莫
し
。
又
た
師
夜
光
な

る
者
有
り
て
、
善
く
鬼
を
視
る
。
玄
宗　

果
を
召
し
て
之こ

れ
と
与
に
密
か
に
坐
せ
し
め
、
夜

光
を
し
て
之こ

れ
を
視
し
む
。
夜
光　

進
み
て
曰
く
、「
果
は
今　

安い
ず

く
に
か
在
る
」
と
。
夜

光　

対
面
し
て
終つ

い

に
能
く
見
る
莫
し
。
玄
宗　

力
士
に
謂
い
て
曰
く
、「
吾
聞
く　

菫き
ん

汁
を

飲
み
て
苦
し
む
無
き
者
は
、
真ま

こ
とに
奇
士
な
り
」
と
。
会た
ま

た
ま
天
寒
く
、
菫
汁
を
以
て
果
に
飲

ま
し
む
。
果　

乃
ち
引
き
て
飲
む
こ
と
三
卮し

、
醺く

ん

然
と
し
て
酔
い
の
作な

す
所
の
如
し
。
顧
み

て
曰
く
、「
佳
酒
に
非
ざ
る
な
り
」
と
。
乃
ち
寝い

ぬ
。
頃し
ば
ら之

く
し
て
、
鏡
を
取
り
て
歯
を
視

れ
ば
、
則
ち
尽
く
燋こ

げ
て
且
つ
黧く
ろ

し
。
左
右
に
命
じ
て
鉄
如
意
を
取
ら
し
め
歯
を
撃
ち
て
堕お

と
し
、
帯
に
蔵か
く

す
。
乃
ち
懐
中
よ
り
神
仙
の
薬
を
出
せ
ば
、
微わ
ず

か
に
紅あ
か

く
、
堕
歯
の
断
に
傅つ

く
。
復
た
寐い

ぬ
る
こ
と
良や

や
久
し
く
し
て
、
歯
は
皆
な
出
づ
。
粲
然
と
し
て
潔
白
た
り
。
玄

宗　

方ま
さ

に
之こ

れ
を
信
ず
。

【
大
意
】

玄
宗
が
即
位
し
た
当
初
、
天
下
国
家
を
治
め
る
道
、
そ
し
て
神
仙
と
仙
薬
の
処
方
の
こ
と

に
つ
い
て
自
ら
探
求
し
、
変
化
に
は
一
定
の
規
則
が
な
く
予
測
も
で
き
な
い
と
い
う
こ
と
を

聞
く
に
及
ん
で
、
そ
れ
を
疑
っ
た
。
邢
和
璞
と
い
う
者
が
い
て
、
人
を
占
っ
て
そ
の
寿
命
や

運
命
の
善
し
悪
し
を
知
る
こ
と
が
で
き
た
。
玄
宗
は
張
果
を
占
わ
せ
る
と
、
そ
の
年
齢
を
明

確
に
知
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。
次
に
師
夜
光
と
い
う
者
が
い
て
、
霊
視
能
力
を
持
っ
て

い
た
。
玄
宗
は
、
張
果
を
呼
び
出
し
、
師
夜
光
が
居
る
こ
と
を
知
ら
せ
ず
に
同
席
さ
せ
、
師

夜
光
に
張
果
を
霊
視
さ
せ
た
。
師
夜
光
は
玄
宗
の
前
に
進
み
出
て
「
張
果
は
今
い
っ
た
い
ど

こ
に
お
る
の
で
ご
ざ
い
ま
し
ょ
う
か
」
と
言
っ
た
。
師
夜
光
は
張
果
と
面
と
向
か
っ
て
い
る

の
に
最
後
ま
で
彼
の
姿
が
見
え
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
玄
宗
は
高
力
士
に
言
っ
た
、「
私
は
、

ト
リ
カ
ブ
ト
の
煎
汁
を
飲
ん
で
苦
し
む
こ
と
が
な
い
者
は
、
本
当
の
超
人
で
あ
る
と
聞
い
た

こ
と
が
あ
る
。」
お
り
よ
く
寒
い
日
だ
っ
た
の
で
、ト
リ
カ
ブ
ト
の
煎
汁
を
張
果
に
飲
ま
せ
た
。

張
果
は
、
そ
こ
で
煎
汁
を
引
き
寄
せ
て
大
盃
で
三
杯
飲
み
、
機
嫌
良
く
酔
っ
払
っ
て
い
る
よ

う
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
弟
子
達
の
方
を
振
り
返
っ
て
言
っ
た
、「
う
ま
い
酒
で
は
な
い
。」
そ

う
し
て
張
果
は
横
に
な
っ
て
寝
て
し
ま
っ
た
。
し
ば
ら
く
し
て
、
目
が
覚
め
た
張
果
が
鏡
を

取
っ
て
歯
を
よ
く
見
て
み
る
と
、
す
べ
て
焼
け
焦
げ
て
汚
い
黒
色
に
変
色
し
て
い
た
。
そ
こ

で
ま
わ
り
の
弟
子
達
に
命
じ
て
鉄
の
如
意
を
渡
さ
せ
、
歯
を
打
ち
つ
け
て
抜
き
、
抜
け
た
歯

を
帯
の
中
に
か
く
し
た
。
そ
し
て
ふ
と
こ
ろ
か
ら
仙
薬
を
取
り
出
す
と
、
そ
れ
は
ほ
ん
の
り

し
た
赤
色
で
、
張
果
は
そ
れ
を
歯
の
抜
け
た
あ
と
に
塗
っ
た
。
も
う
一
度
長
く
眠
る
と
、
歯

が
す
べ
て
は
え
て
お
り
、
キ
ラ
キ
ラ
と
真
っ
白
で
あ
っ
た
。
玄
宗
は
、
そ
の
時
に
な
っ
て
は

じ
め
て
当
初
疑
っ
て
い
た
変
化
に
は
一
定
の
規
則
が
な
く
予
測
も
で
き
な
い
と
い
う
こ
と
を

信
ず
る
よ
う
に
な
っ
た
。

【
注
釈
】

●
玄
宗
初
即
位
〜
‥
「
初
」
と
あ
る
の
で
、「
疑
之
」
ま
で
は
即
位
し
た
当
初
の
こ
と
で
あ
る
。

張
果
が
玄
宗
の
も
と
に
招
か
た
の
は
開
元
二
一
年
で
あ
る
か
ら
、
即
位
当
初
、
張
果
は
玄

宗
の
も
と
に
は
い
な
い
。『
新
唐
書
』
張
果
列
傳
が
、
玄
宗
が
張
果
に
諮
問
し
た
と
す
る

の
と
異
な
る
。

●
理
道
‥
こ
こ
で
は
『
新
唐
書
』
張
果
列
傳
の
「
治
道
」
と
同
じ
で
、
天
下
国
家
を
治
め
る

道
、
治
政
の
道
理
と
解
す
。
ま
た
唐
の
高
宗
・
李
治
の
諱
を
避
け
「
理
」
と
し
た
唐
代
の

文
献
の
表
記
が
継
承
さ
れ
て
い
る
可
能
性
も
あ
る
。

●
方
薬
‥
（
不
老
長
寿
の
）薬
の
処
方
。

●
訪
‥
探
求
す
る
。
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●
変
化
不
測
‥
変
化
に
は
、一
定
の
規
則
が
な
く
、そ
れ
を
予
測
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。『
莊

子
』
天
運
「
孔
子
見
老
耼
歸
、
三
日
不
談
。
弟
子
問
曰
、
夫
子
見
老
耼
、
亦
將
何
規
哉
。」

成
玄
英
疏
「
老
子
方
外
大
聖
、
變
化
無
常
、
不
可
測
量
、
故
無
所
談
説
也
。」

●
邢
和
璞
‥
『
新
唐
書
』
卷
五
九
・
藝
文
志
三
・
丙
部
子
錄
・
曆
算
類
「
邢
和
璞
潁
陽
書
三

卷
隱
潁
陽
石
堂
山
。」

●
算
‥
計
算
し
て
断
定
す
る
。
占
う
。

●
懵
然
‥
は
っ
き
り
と
し
な
い
。

●
甲
子
‥
年
齢
。
歳
月
。

●
師
夜
光
‥
未
詳
。『
舊
唐
書
』『
新
唐
書
』
で
は
張
果
列
傳
の
み
に
見
え
る
。

●
鬼
‥
霊
的
存
在
。

●
力
士
‥
高
力
士
。
六
八
四
―
七
六
二
。
宦
官
。
玄
宗
皇
帝
の
側
近
と
し
て
権
勢
を
誇
っ
た

（『
中
国
文
学
家
大
辞
典　

唐
五
代
巻
』）。

●
菫
‥
毒
草
。
と
り
か
ぶ
と
。『
國
語
』
卷
八
・
晉
語
二
「
驪
姫
以
君
命
命
申
生
曰
、
今
夕

君
夢
齊
姜
、
必
速
祠
而
歸
福
。
申
生
許
諾
、
乃
祭
于
曲
沃
、
歸
福
于
絳
。
公
田
、
驪
姫
受
福
、

乃
寘
鴆
于
酒
、
寘
菫
于
肉
。
公
至
、
召
申
生
獻
、
公
祭
之
地
、
地
墳
。
申
生
恐
而
出
。
驪

姫
與
犬
肉
、
犬
斃
。
飮
小
臣
酒
、
亦
斃
。
公
命
殺
杜
原
款
。
申
生
奔
新
城
。」
韋
昭
注
「
菫
、

烏
頭
也
。」

●
奇
士
‥
徳
行
や
才
知
が
傑
出
し
た
士
人
。

●
卮
‥
さ
か
ず
き
。
大
盃
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。『
大
廣
益
會
玉
篇
』
卷
十
六
・
巵
部

二
五
三
「
巵
。
之
移
切
。
酒
漿
飮
器
也
。
可
受
四
升
。」
巵
は
卮
の
俗
字
。

●
醺
然
‥
酒
に
酔
っ
て
機
嫌
が
よ
い
様
子
。

●
寝
‥
ベ
ッ
ド
に
入
っ
て
寝
る
。
こ
の
場
面
が
玄
宗
の
御
前
で
あ
る
な
ら
ば
、
そ
こ
に
し
つ

ら
え
ら
れ
て
い
た
長
椅
子
に
横
に
な
っ
て
寝
た
の
で
あ
ろ
う
。

●
左
右
‥
お
付
き
の
者
。
こ
こ
は
張
果
の
弟
子
達
と
考
え
た
。

●
如
意
‥
仏
具
の
ひ
と
つ
。
蕨
の
よ
う
に
先
の
曲
が
っ
た
か
た
ち
の
平
ら
な
棒
。

【
原
文
】

玄
宗
好
神
仙
、而
欲
果
尚
公
主
。
果
固
未
知
之
、謂
祕
書
少
監
王
迥
質
、太
常
少
卿
蕭
華
曰
、

「
諺
云
娶
婦
得
公
主
、眞
可
畏
也
。」
迥
質
與
華
相
顧
、未
曉
其
言
。
卽
有
中
使
至
、宣
曰
、「
玉

眞
公
主
早
歳
好
道
、
欲
降
先
生
。」
果
大
笑
、
竟
不
奉
詔
。
迥
質
等
方
悟
向
來
之
言
。
後
懇

辭
歸
山
。
因
下
制
曰
、「
恆
州
張
果
先
生
、
遊
方
外
者
也
。
跡
先
高
尚
、
深
入
窈
冥
。
是
渾

光
塵
、
應
召
城
闕
。
莫
詳
甲
子
之
數
、
且
謂
羲
皇
上
人
。
問
以
道
樞
、
盡
會
宗
極
。
今
特
行

朝
禮
、
爰
畀
寵
命
。
可
銀
青
光
祿
大
夫
、
號
曰
通
玄
先
生
。」
其
年
請
入
恆
山
、
錫
以
衣
服

及
雜
綵
等
、
便
放
歸
山
。
乃
入
恆
山
、
不
知
所
之
。
玄
宗
爲
造
棲
霞
觀
於
隱
所
。
在
蒲
吾
縣
。

後
改
爲
平
山
縣
。 

【
書
き
下
し
文
】

玄
宗　

神
仙
を
好
み
、
而
し
て
果
を
し
て
公
主
を
尚め

と

ら
し
め
ん
と
欲
す
。
果　

固
よ
り
未

だ
之こ

れ
を
知
ら
ざ
れ
ど
も
、
秘
書
少
監
・
王
迥
質
、
太
常
少
卿
・
蕭
華
に
謂
い
て
曰
く
、「
諺

に
云
う
、
婦
を
娶
り
て
公
主
を
得
る
は
、
真ま

こ
とに
畏
る
可
き
な
り
」
と
。
迥
質
と
華
と
相
い
顧

み
て
、
未
だ
其そ

の
言
を
暁さ
と

ら
ず
。
即
ち
中
使
の
至
る
有
り
て
、
宣の
た
まい
て
曰
く
、「
玉
真
公
主

　

早
歳
よ
り
道
を
好
み
、
先
生
に
降く

だ

さ
ん
と
欲
す
」
と
。
果　

大
い
に
笑
い
て
、
竟
に
詔
を

奉
ぜ
ず
。
迥
質
等　

方ま
さ

に
向き

よ
う

来ら
い

の
言
を
悟
る
。
後
に
懇ね
ん
ごろ

に
辞こ
と

わ
り
て
山
に
帰
ら
ん
と
す
。

因
り
て
制

み
こ
と
の
りを

下
し
て
曰
く
、「
恒
州
の
張
果
先
生
は
、
方
外
に
遊
ぶ
者
な
り
。
跡
は
高
尚
を

先
ん
じ
、
深
く
窈よ

う

冥め
い

に
入
る
。
是
れ
光
塵
を
渾ま

ぜ
、
応
に
城
闕
に
召
く
べ
し
。
甲
子
の
数
を

詳
ら
か
に
す
る
莫
く
、
且
つ
謂お

も

う　

羲
皇
上
の
人
か
と
。
問
う
に
道
枢
を
以
て
す
れ
ば
、
尽

く
宗
極
を
会
す
。
今　

特
に
朝
礼
を
行
な
い
、
爰こ

こ

に
寵
命
を
畀あ

た

う
。
銀
青
光
禄
大
夫
に
可か

と

し
、
号
し
て
通
玄
先
生
と
曰
う
」
と
。
其そ

の
年　

恒
山
に
入
る
を
請
い
、
錫た
ま

う
る
に
衣
服
及

び
雑
綵
等
を
以
て
し
、
便
ち
放
た
れ
て
山
に
帰
る
。
乃
ち
恒
山
に
入
り
、
之ゆ

く
所
を
知
ら
ず
。

玄
宗　

為た
め

に
棲
霞
観
を
隠
所
に
造
る
。
蒲
吾
県
に
在
り
。
後
に
改
め
て
平
山
県
と
為
す
。

【
大
意
】

玄
宗
は
神
仙
を
愛
好
し
、
張
果
を
公
主
と
結
婚
さ
せ
た
い
と
考
え
て
い
た
。
張
果
は
も
ち

ろ
ん
玄
宗
の
目
論
見
を
知
ら
な
か
っ
た
が
、秘
書
少
監
の
王
迥
質
と
太
常
少
卿
の
蕭
華
に「
諺

に
あ
る
が
、
嫁
を
娶
っ
て
、
そ
れ
が
皇
帝
の
娘
な
ら
、
本
当
に
畏
れ
多
い
」
と
言
っ
た
。
王

迥
質
と
蕭
華
は
顔
を
見
合
わ
せ
、
張
果
の
言
葉
に
合
点
が
い
か
な
い
様
子
で
あ
っ
た
。
す
る

と
す
ぐ
に
宮
中
よ
り
の
使
者
が
や
っ
て
来
て
、
皇
帝
の
お
言
葉
を
伝
え
た
、「
玉
真
公
主
は

幼
い
頃
よ
り
、
神
仙
の
道
を
愛
し
て
や
ま
ず
、
先
生
に
降
嫁
さ
せ
よ
う
と
思
う
。」
張
果
は

大
笑
い
し
て
、
結
局
は
詔
を
承
け
な
か
っ
た
。
王
迥
質
た
ち
は
、
そ
の
と
き
は
じ
め
て
先
ほ

ど
の
張
果
の
言
葉
に
合
点
が
い
っ
た
の
だ
っ
た
。
そ
の
後
、
張
果
は
玄
宗
に
懇
切
丁
寧
に
公

主
と
の
結
婚
を
辞
退
し
、
恒
州
の
山
に
帰
る
こ
と
を
願
い
出
た
。
張
果
の
懇
願
を
う
け
て
玄

宗
は
制

み
こ
と
の
りを
下
し
て
述
べ
た
、「
恒
州
の
張
果
先
生
は
、
俗
世
の
外
を
自
由
に
行
く
者
で
あ
る
。

そ
の
行
な
い
は
、
天
子
に
仕
え
る
こ
と
よ
り
高
潔
さ
を
優
先
し
、
奥
深
い
境
地
に
達
し
て
い

る
。
こ
れ
こ
そ
優
れ
た
風
采
を
備
え
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
り
、
都
城
に
招
聘
し
て
臣
下

と
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
の
年
齢
は
不
詳
で
あ
り
、
ま
た
聖
天
子
・
伏
羲
の
時
代
の
人
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か
と
思
し
い
。
道
の
か
な
め
に
つ
い
て
尋
ね
る
と
、
も
の
ご
と
の
根
源
を
余
す
と
こ
ろ
な
く

会
得
し
て
い
る
。
今　

張
果
先
生
の
た
め
だ
け
に
朕
へ
の
拝
謁
の
礼
を
挙
行
し
、
こ
こ
に
寵

愛
の
意
を
以
て
命
を
与
え
る
。
銀
青
光
禄
大
夫
に
任
じ
、通
玄
先
生
の
称
号
を
下
賜
す
る
。」

そ
の
年
、
張
果
は
恒
山
に
入
る
こ
と
を
願
い
出
た
と
こ
ろ
、
衣
服
と
色
と
り
ど
り
の
絹
織
物

な
ど
を
下
賜
さ
れ
、
そ
の
ま
ま
都
を
去
る
こ
と
ゆ
る
さ
れ
て
山
に
帰
っ
た
。
そ
う
し
て
恒
山

に
入
る
と
、
そ
の
行
方
は
わ
か
ら
な
く
な
っ
た
。
玄
宗
は
、
張
果
の
た
め
に
棲
霞
観
を
隠
棲

の
地
に
造
営
し
た
。
そ
れ
は
蒲
吾
県
に
あ
る
。
蒲
吾
県
は
後
に
平
山
県
と
改
め
ら
れ
た
。

【
注
釈
】

●
公
主
‥
皇
帝
の
娘
。

●
秘
書
少
監
‥
王
朝
の
典
籍
、
文
書
、
記
録
を
管
理
す
る
秘
書
省
の
次
官
。『
大
唐
六
典
』

卷
十
・
祕
書
省
「
少
監
二
人
。
從
四
品
上
。
…
…
祕
書
監
之
職
、
掌
邦
國
經
籍
圖
書
之
事
。

有
二
局
、
一
曰
著
作
、
二
曰
太
史
、
皆
率
其
屬
而
修
其
職
。
少
監
爲
之
貳
焉
。」 

●
王
迥
質
‥
開
元
中
に
楊
瑒
に
推
薦
さ
れ
て
諫
議
大
夫
・
皇
太
子
侍
読
と
な
り
キ
ャ
リ
ア
が

始
ま
っ
た
こ
と
が
伝
わ
る
。『
舊
唐
書
』卷
一
八
五
下
・
良
吏
列
傳
下
・
楊
瑒
列
傳「（
開
元
）

十
六
年
、（
楊
瑒
）遷
國
子
祭
酒
、
表
薦
滄
州
人
王
迥
質
、
瀛
州
人
尹
子
路
、
汴
州
人
白
履

忠
、
皆
經
學
優
長
、
德
行
純
茂
、
堪
爲
後
生
師
範
、
請
追
授
學
官
、
令
其
教
授
、
以
獎
儒

學
之
路
。
及
追
至
、
迥
質
起
家
拜
諫
議
大
夫
、
仍
爲
皇
太
子
侍
讀
。」

●
太
常
少
卿
‥
王
朝
の
礼
楽
、
郊
廟
、
社
稷
の
管
理
を
す
る
太
常
寺
の
次
官
。『
大
唐
六
典
』

卷
十
四
・
太
常
寺
「
少
卿
二
人
。
正
四
品
上
。
…
…
太
常
卿
之
職
、
掌
邦
國
禮
樂
、
郊
廟
、

社
稷
之
事
。
以
八
署
分
而
理
焉
。
…
…
惣
其
官
屬
、
行
其
政
令
。
少
卿
爲
之
貳
。」

●
蕭
華
‥
？
―
七
六
四
？
。
開
元
十
六
年
か
ら
二
一
年
ま
で
宰
相
を
務
め
た
蕭
嵩
の
子
。

開
元
年
間
に
給
事
中
、
工
部
侍
郎
と
な
る（
周
道
済
『
漢
唐
宰
相
制
度
』、
大
化
書
店
、

一
九
七
八
年
。『
中
国
文
学
家
大
辞
典　

唐
五
代
巻
』）。

●
中
使
‥
宮
中
か
ら
使
者
。
皇
帝
が
私
的
に
派
遣
す
る
。
宦
官
が
こ
れ
に
当
て
ら
れ
る
こ
と

が
多
い
。

●
玉
真
公
主
‥
玄
宗
の
父
で
あ
る
睿
宗
の
娘（『
新
唐
書
』
卷
八
三
・
諸
帝
公
主
列
傳
・
睿
宗

十
一
女
列
傳
）。
王
維
「
奉
和
聖
製
幸
玉
眞
公
主
山
莊
因
題
石
壁
十
韻
之
作
應
制
」（『
全

唐
詩
』
卷
一
二
七
）、儲
光
羲
「
玉
眞
公
主
山
居
」（
卷
一
三
九
）、李
白
「
玉
眞
仙
人
詞
」（
卷

一
六
七
）、「
玉
眞
公
主
別
館
苦
雨
贈
衞
尉
張
卿
二
首
」（
卷
一
六
八
）、
高
適
「
玉
眞
公
主

歌
」（
卷
二
一
四
）な
ど
の
作
品
が
残
る
。
開
元
・
天
宝
時
代
に
は
彼
女
の
道
観
や
別
荘
が

詩
人
・
士
人
達
に
と
っ
て
サ
ロ
ン
的
な
交
游
の
役
割
を
果
た
し
て
い
た
と
推
測
さ
れ
る
。

●
向
来
…
さ
き
ほ
ど
。
た
っ
た
今
。

●
制
‥
み
こ
と
の
り
。
唐
の
載
和
元
年（
六
八
九
）に
「
詔
」
は
「
制
」
と
改
称
さ
れ
た
が
、

そ
れ
以
降
も
両
者
の
混
用
が
見
ら
れ
、さ
ら
に
「
制
」
と
「
敕
」
と
の
混
用
も
見
ら
れ
る（
中

村『
隋
唐
王
言
の
研
究
』）。
こ
こ
の
制
は
、『
全
唐
文
』卷
二
三
に
玄
宗「
加
張
果
封
號
制
」

「
恆
州
張
果
先
生
、
遊
方
之
外
者
也
。
跡
先
高
尚
、
深
入
窈
冥
。
是
混
光
塵
、
應
召
城
闕
。

莫
詳
甲
子
之
數
、
且
謂
羲
皇
上
人
。
問
以
道
樞
、
盡
會
宗
極
。
今
特
行
朝
禮
、
爰
畀
寵
命
。

可
銀
青
光
祿
大
夫
、
號
曰
通
元
先
生
。」
と
見
え
る
。

●
方
外
‥
俗
世
の
外
。『
莊
子
』
大
宗
師
「
子
桑
戸
、
孟
子
反
、
子
琴
張
三
人
相
與
友
、

…
…
而
子
桑
戸
死
、
未
葬
。
孔
子
聞
之
、
使
子
貢
往
侍
事
焉
。
…
…
孔
子
曰
、
彼
遊
方
之

外
者
也
。
而
丘
遊
方
之
内
者
也
。
外
内
不
相
及
、
而
丘
使
女
往
弔
之
、
丘
則
陋
矣
。」
成

玄
英
疏
「
方
、
區
域
也
。
彼
之
二
人
、
齊
一
死
生
、
不
爲
教
跡
所
拘
。
故
遊
心
寰
宇
之
外
。

而
仲
尼
子
貢
、
命
世
大
儒
、
行
裁
非
之
義
、
服
節
文
之
禮
、
鋭
意
哀
樂
之
中
、
遊
心
區
域

之
内
、
所
以
爲
異
也
。」

●
跡
‥
行
動
。

●
高
尚
‥
高
潔
。『
易
經
』
蠱
「
上
九
。
不
事
王
侯
、
高
尚
其
事
。」、『
晉
書
』
卷
九
四
・
隱

逸
列
傳
・
陶
潛
列
傳
「
潛
少
懷
高
尚
、
博
學
善
屬
文
、
穎
脱
不
羈
、
任
眞
自
得
、
爲
鄕
鄰

之
所
貴
。」 

●
窈
冥
‥
奥
深
い
様
子
。『
老
子
』
第
二
一
章
「
道
之
爲
物
、
唯
恍
唯
惚
。
忽
兮
恍
兮
、
其

中
有
象
。
恍
兮
忽
兮
、
其
中
有
物
。
窈
兮
冥
兮
、
其
中
有
精
。
其
精
甚
眞
、
其
中
有
信
。」

●
光
塵
‥
す
ば
ら
し
い
風
采
、
人
品
。
繁
欽
「
與
魏
文
帝
牋
」「
冀
事
速
訖
、
旋
侍
光
塵
、

寓
目
階
庭
、
與
聽
斯
調
。」
張
銑
注
「
光
塵
、
美
言
之
。
與
、
及
也
。
斯
調
、
喉
囀
也
。」

（『
六
臣
註
文
選
』卷
四
十
）。
ま
た
玄
宗「
賜
李
含
光
物
及
香
棗
等
敕
」「
敬
問
元
靜
先
生
。

先
生
稟
潔
白
之
節
、
得
黃
中
通
理
。
學
徧
九
流
、
逾
守
元
默
。
心
遊
八
景
、
益
混
光
塵
。

則
密
行
高
節
、
良
可
歎
矣
。」（『
全
唐
文
』
卷
三
六
）と
あ
る
。
ま
た
、
ひ
か
り
と
ち
り
。

『
老
子
』
第
四
章
「
道
沖
而
用
之
或
不
盈
。
淵
兮
似
萬
物
之
宗
。
挫
其
鋭
、
解
其
紛
。
和

其
光
、
同
其
塵
。
湛
兮
似
或
存
。
吾
不
知
誰
之
子
、
象
帝
之
先
。」

●
城
闕
‥
皇
帝
の
居
所
。
宮
城
。
都
。

●
羲
皇
上
人
‥
伏
羲
の
時
代
の
人
。
羲
皇
は
、
神
話
時
代
の
聖
天
子
で
あ
る
伏
羲
。
陶
淵
明

「
與
子
儼
等
書
」「
少
學
琴
書
、
偶
愛
閑
靜
。
開
卷
有
得
、
便
欣
然
忘
食
。
見
樹
木
交
蔭
、

時
鳥
變
聲
、
亦
復
歡
然
有
喜
。
常
言
五
六
月
中
、
北
窗
下
臥
。
遇
涼
風
暫
至
、
自
謂
是
羲

皇
上
人
。」（『
陶
淵
明
集
』
卷
七
）。
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●
道
枢
‥
道
の
か
な
め
。『
莊
子
』
齊
物
論
「
是
以
聖
人
不
由
、
而
照
之
於
天
、
亦
因
是
也
。

是
亦
彼
也
、
彼
亦
是
也
。
彼
亦
一
是
非
、
此
亦
一
是
非
。
果
且
有
彼
是
乎
哉
。
果
且
無
彼

是
乎
哉
。
彼
是
莫
得
其
偶
、
謂
之
道
樞
。
樞
始
得
其
環
中
、
以
應
無
窮
。
是
亦
一
無
窮
、

非
亦
一
無
窮
也
。
故
曰
莫
若
以
明
。」
郭
象
注
「
偶
、
對
也
。
彼
是
相
對
、
而
聖
人
兩
順

之
。
故
無
心
者
與
物
冥
、
而
未
嘗
有
對
於
天
下
也
。
樞
、
要
也
。
此
居
其
樞
要
而
會
其
玄

極
、
以
應
夫
無
方
也
。」

●
宗
極
‥
も
の
ご
と
の
根
源
。
沈
約
「
神
不
滅
論
」「
窮
其
原
本
、
盡
其
宗
極
、
互
相
推
仰
、

應
有
所
窮
。」（
嚴
可
均『
全
上
古
三
代
晉
漢
三
國
六
朝
文
』『
全
梁
文
』卷
二
九
。
以
下
、『
文

選
』『
藝
文
類
聚
』
な
ど
特
に
示
し
た
場
合
以
外
の
唐
前
文
の
引
用
は
こ
れ
に
よ
る
）。
ま

た
「
道
枢
」
の
注
を
参
照
。

●
寵
命
‥
皇
帝
に
よ
る
特
別
の
任
命
。

●
畀
‥
賜
与
す
る
。

●
銀
青
光
禄
大
夫
‥
従
三
品
の
文
散
官
。

●
可
‥
任
命
す
る
。

●
恒
山
‥
五
岳
の
ひ
と
つ
。
北
岳
。
定
州（
治
・
安
喜
県
、
河
北
省
定
州
市
）の
北
部
。

●
雑
綵
‥
様
々
な
色
の
絹
織
物
。

●
蒲
吾
県
‥
恒
州
の
房
山
県（
河
北
省
張
家
口
市
北
）。『
元
和
郡
縣
圖
志
』
卷
一
七
・
河
北

道
二
・
恆
州
「
房
山
縣
、
中
。
東
至
州
八
十
里
。
本
漢
蒲
吾
縣
地
、
屬
常
山
郡
。
隋
開
皇

十
六
年
置
房
山
縣
、
因
縣
北
房
山
爲
名
、
屬
井
州
。
大
業
二
年
廢
井
州
、
縣
屬
恆
州
。
武

德
四
年
又
屬
井
州
、
貞
觀
十
七
年
又
屬
恆
州
。
其
城
内
實
外
險
、
一
名
嘉
陽
城
。」

●
平
山
県
‥
『
舊
唐
書
』
卷
三
九
・
地
理
志
二
・
河
北
道
・
鎭
州
・
平
山
「
漢
蒲
吾
縣
、
屬

常
山
郡
。
隋
改
爲
房
山
縣
。
義
寧
元
年
、
置
房
山
郡
。
武
德
元
年
、
置
嶽
州
、
領
房
山
一

縣
。
四
年
、廢
嶽
州
、房
山
屬
恆
州
。
至
德
元
年
、改
爲
平
山
縣
、仍
以
恆
州
爲
平
山
郡
。」

（
二
）『
新
唐
書
』
卷
二
〇
四
・
方
技
列
傳
・
張
果
列
傳

【
底
本
】

●
中
華
書
局
点
校
本
、
一
九
七
五
年

【
原
文
】

張
果
者
、
晦
鄕
里
世
繫
、
以
自
神
隱
中
條
山
。
往
來
汾
、
晉
閒
、
世
傳
數
百
歳
人
。
武
后

時
、
遣
使
召
之
、
卽
死
。
後
人
復
見
居
恆
州
山
中
。

【
書
き
下
し
文
】

張
果
は
、
郷
里
・
世
系
を
晦く
ら

ま
し
、
以
て
自
ら
中
条
山
に
神
隠
す
。
汾
・
晋
の
間
に
往
来
し
、

世
に
數
百
歳
の
人
と
伝
う
。
武
后
の
時
、
使
い
を
遣や

り
て
之こ

れ
を
召
さ
ん
と
す
れ
ば
、
即
ち

死
す
。
後
の
人　

復
た
恒
州
の
山
中
に
居
る
に
見あ

う
。

【
大
意
】

張
果
は
、
そ
の
郷
里
や
家
系
を
隠
し
、
自
分
か
ら
中
条
山
に
神
仙
と
し
て
隠
棲
し
て
い
た
。

汾
・
晋
の
地
域
で
暮
ら
し
、
世
間
で
は
数
百
歳
の
人
で
あ
る
と
伝
え
て
い
た
。
則
天
武
后
の

時
に
、
張
果
を
召
し
か
か
え
よ
う
と
使
者
を
派
遣
し
た
と
た
ん
に
死
ん
で
し
ま
っ
た
。
後
の

時
代
の
人
が
ふ
た
た
び
恒
州
の
山
中
に
暮
ら
し
て
い
る
張
果
に
会
っ
た
。

【
注
釈
】

●
神
隠
‥
神
の
よ
う
に
隠
れ
る
。『
劉
氏
新
論
』卷
三
・
法
術「
故
天
以
氣
爲
靈
、主
以
術
爲
神
、

術
以
神
隱
成
妙
、
法
以
明
斷
爲
工
。」

【
原
文
】

開
元
二
十
一
年
、
刺
史
韋
濟
以
聞
。
玄
宗
令
通
事
舍
人
裴
晤
往
迎
、
見
晤
輒
氣
絶
仆
、
久

乃
蘇
。
晤
不
敢
逼
、
馳
白
狀
。
帝
更
遣
中
書
舍
人
徐
嶠
齎
璽
書
邀
禮
、
乃
至
東
都
。
舍
集
賢

院
、
肩
輿
入
宮
。
帝
親
問
治
道
神
仙
事
、
語
祕
不
傳
。
果
善
息
氣
、
能
纍
日
不
食
、
數
御
美

酒
。
嘗
云
、「
我
生
堯
丙
子
歳
、
位
侍
中
。」
其
貌
實
年
六
七
十
。
時
有
邢
和
璞
者
、
善
知
人

夭
壽
。
師
夜
光
者
、
善
視
鬼
。
帝
令
和
璞
推
果
生
死
、
懵
然
莫
知
其
端
。
帝
召
果
密
坐
、
使

夜
光
視
之
、
不
見
果
所
在
。

【
書
き
下
し
文
】

開
元
二
十
一
年
、
刺
史
韋
済　

以
て
聞き

こ

ゆ
。
玄
宗　

通
事
舍
人
・
裴
晤
を
し
て
往
き
て
迎

え
し
む
れ
ば
、
晤
に
見あ

え
ば
輒
ち
気　

絶
え
て
仆た
お

れ
、
久
し
く
し
て
乃
ち
蘇
よ
み
が
える
。
晤　

敢
え

て
逼せ

ま

ら
ず
、
馳
せ
て
状
を
白も
う

す
。
帝　

更
に
中
書
舍
人
・
徐
嶠
を
遣や

り
て
璽
書
を
齎も
た
らし
礼
を

邀も
と

む
れ
ば
、
乃
ち
東
都
に
至
る
。
集
賢
院
に
舎や
ど

り
、
肩
輿
に
し
て
宮
に
入
る
。
帝　

親み
ず

か
ら

治
道
・
神
仙
の
事
を
問
う
。
語
は
秘ひ

し
て
伝
え
ず
。
果
は
息
気
を
善
く
し
、
能
く
累
日
食
ら

わ
ず
し
て
、
数し

ば

し
ば
美
酒
に
御は
べ

る
。
嘗
て
云
う
、「
我
は
堯
の
丙
子
の
歳
に
生
ま
れ
、
侍
中

に
位
す
」
と
。
其そ

の
貌
は
実
に
年
六
七
十
な
り
。
時
に
邢
和
璞
な
る
者
有
り
て
、
善
く
人
の

夭
寿
を
知
る
。
師
夜
光
な
る
者
は
、
善
く
鬼
を
視
る
。
帝　

和
璞
を
し
て
果
の
生
死
を
推お

さ

し
む
れ
ば
、
懵ぼ

う

然
と
し
て
其そ

の
端
を
知
る
莫
し
。
帝　

果
を
召
き
て
密
か
に
坐
せ
し
め
、
夜

光
を
し
て
之こ

れ
を
視
し
む
れ
ば
、
果
の
所
在
を
見
ず
。

【
大
意
】

開
元
二
十
一
年（
七
三
三
）、（
恒
州
）知
事
の
韋
済
が
張
果
の
こ
と
を
皇
帝
に
ご
報
告
申
し
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上
げ
た
。
玄
宗
は
、
通
事
舍
人
・
裴
晤
を
張
果
の
も
と
に
行
か
せ
て
迎
え
入
れ
よ
う
と
し
た

が
、
張
果
は
裴
晤
に
あ
う
と
す
ぐ
に
息
が
途
絶
え
て
倒
れ
伏
し
、
ず
い
ぶ
ん
時
間
が
経
っ
て

よ
う
や
く
息
を
吹
き
返
し
た
。
裴
晤
は
執
拗
に
迫
る
こ
と
は
せ
ず
、
急
ぎ
都
に
戻
っ
て
状
況

を
皇
帝
に
ご
説
明
申
し
上
げ
た
。
玄
宗
は
、
か
さ
ね
て
中
書
舍
人
・
徐
嶠
を
派
遣
し
、
御
璽

で
封
じ
た
詔
を
持
参
さ
せ
て
、
臣
下
の
礼
を
求
め
る
と
、
よ
う
や
く
東
都
・
洛
陽
に
や
っ
て

来
た
。
張
果
は
集
賢
院
に
泊
ま
り
、
輿
に
乗
る
と
い
う
待
遇
で
天
子
の
宮
殿
に
入
っ
た
。
玄

宗
は
自
分
自
身
で
直
接
張
果
に
天
下
国
家
を
治
め
る
道
と
神
仙
の
こ
と
に
つ
い
て
下
問
し
た
。

そ
の
時
の
対
話
は
秘
匿
さ
れ
て
伝
わ
っ
て
い
な
い
。
張
果
は
養
生
の
た
め
の
呼
吸
法
に
長
け

て
お
り
、何
日
も
食
事
を
と
ら
な
い
で
、た
び
た
び
皇
帝
の
超
高
級
酒
が
振
る
舞
わ
れ
る
パ
ー

テ
ィ
に
ご
相
伴
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
張
果
は
「
私
は
堯
帝
の
丙
子
の
歳
の
生
ま
れ
で
、
堯

帝
の
宰
相
を
務
め
て
い
た
」
と
言
っ
た
こ
と
が
あ
る
。
そ
の
容
貌
は
と
い
う
と
実
際
に
年
齢

六
、七
十
で
あ
っ
た
。
当
時
、
邢
和
璞
と
い
う
者
が
い
て
、
人
の
寿
命
を
知
る
こ
と
が
で
き
た
。

師
夜
光
と
い
う
者
に
は
霊
視
能
力
が
あ
っ
た
。
玄
宗
は
、
邢
和
璞
に
張
果
の
生
死
を
推
定
さ

せ
る
と
、
は
っ
き
り
と
せ
ず
そ
の
手
が
か
り
さ
え
つ
か
め
な
か
っ
た
。
玄
宗
は
、
張
果
を
呼

び
寄
せ
、
師
夜
光
の
霊
視
能
力
に
つ
い
て
は
告
げ
ず
に
同
席
さ
せ
、
師
夜
光
に
霊
視
さ
せ
る

と
、
彼
に
は
張
果
が
そ
こ
に
い
る
こ
と
が
見
え
な
か
っ
た
。

【
注
釈
】

●
集
賢
院
‥
集
賢
殿
書
院
。
玄
宗
が
開
元
十
三
年
に
置
い
た
。
天
下
古
今
の
図
書
の
蒐
集
と

整
理
・
校
訂
を
つ
か
さ
ど
る
。
ま
た
皇
帝
の
命
を
承
け
て
天
下
の
遺
賢
を
招
聘
す
る
。『
大

唐
六
典
』
卷
九
・
集
賢
殿
書
院
「
開
元
十
三
年
所
置
。
…
…
集
賢
院
學
士
掌
刊
緝
古
今
之

經
籍
、
以
辨
明
邦
國
之
大
典
、
而
備
顧
問
應
對
。
凡
天
下
圖
書
之
遺
逸
、
賢
才
之
隱
滯
、

則
承
旨
而
徵
求
焉
。
其
有
籌
策
之
可
施
於
時
、
著
述
之
可
行
於
代
者
、
較
其
才
藝
、
考
其

學
術
、
而
申
表
之
。
凡
承
旨
撰
集
文
章
、
校
理
經
籍
、
月
終
則
進
課
于
内
、
歳
終
則
考
最

于
外
。」 

●
治
道
‥
天
下
国
家
を
治
め
る
道
、
治
政
の
道
理
。『
舊
唐
書
』
張
果
列
傳
の
「
理
道
」
の

注
釈
を
参
照
。

●
息
気
‥
こ
こ
で
は
「
道
教
の
養
生
法
の
一
種
」
で
あ
る
呼
吸
法
と
解
す
。「
新
鮮
な
気
を

吸
い
、
古
い
気
を
吐
き
出
す
こ
と
に
よ
っ
て
健
康
の
増
進
と
長
生
を
め
ざ
す
も
の
」（『
道

教
事
典
』「
呼
吸
法
」、
原
田
二
郎
執
筆
）。

●
堯
‥
伝
説
時
代
の
皇
帝
。

●
侍
中
‥
皇
帝
の
側
近
。
唐
代
で
は
宰
相
。

【
原
文
】

帝
謂
高
力
士
曰
、「
吾
聞
飮
菫
無
苦
者
、
奇
士
也
。」
時
天
寒
、
因
取
以
飮
果
、
三
進
、
頽

然
曰
、「
非
佳
酒
也
。」
乃
寢
。
頃
視
齒
燋
縮
、
顧
左
右
取
鐵
如
意
擊
墮
之
、
藏
帶
中
、
更
出

藥
傅
其
齗
。
良
久
、
齒
已
生
、
粲
然
駢
絜
。
帝
益
神
之
。

【
書
き
下
し
文
】

帝　

高
力
士
に
謂
い
て
曰
く
、「
吾
聞
く　

菫
を
飲
み
て
苦
し
む
無
き
者
は
、
奇
士
な
り
」

と
。
時
に
天
寒
く
、
因
り
て
取
り
て
以
て
果
に
飲
ま
し
め
、
三
た
び
進
む
る
に
、
頽
然
と

し
て
曰
く
、「
佳
酒
に
非
ざ
る
な
り
」
と
。
乃
ち
寝い

ぬ
。
頃し
ば
らく

し
て
歯
を
視
れ
ば
燋こ

げ
縮
む
。

左
右
を
顧
み
て
鉄
如
意
を
取
り
て
之こ

れ
を
撃
ち
て
堕お

と
し
、
帯
中
に
蔵か
く

し
、
更
に
薬
を
出
し

て
其そ

の
断
に
傅つ

く
。
良や

や
久
し
く
し
て
、
歯
は
已
に
生
え
、
粲
然
と
し
て
駢
絜
な
り
。
帝　

益
ま
す
之こ

れ
を
神
と
す
。

【
大
意
】

玄
宗
は
高
力
士
に
言
っ
た
、「
私
は
、
ト
リ
カ
ブ
ト
の
煎
汁
を
飲
ん
で
苦
し
む
こ
と
が
な

い
者
は
、
超
人
で
あ
る
と
、
聞
い
た
こ
と
が
あ
る
。」
そ
の
時
は
寒
い
日
だ
っ
た
の
で
、
ト

リ
カ
ブ
ト
の
煎
汁
を
取
り
寄
せ
て
張
果
に
飲
ま
せ
、
三
度
進
め
た
が
、
張
果
は
酔
い
崩
れ
て

「
う
ま
い
酒
で
は
な
い
」と
言
っ
た
。そ
う
し
て
張
果
は
ベ
ッ
ド
に
横
に
な
っ
て
寝
て
し
ま
っ

た
。
し
ば
ら
く
し
て
、
歯
を
よ
く
見
る
と
、
焦
げ
て
縮
ん
で
い
た
。
そ
こ
で
ま
わ
り
の
弟
子

達
の
方
を
振
り
返
っ
て
鉄
の
如
意
を
取
り
、
歯
を
打
ち
つ
け
て
抜
き
落
と
し
、
抜
け
た
歯
を

帯
の
中
に
か
く
し
、
さ
ら
に
薬
を
取
り
出
し
て
抜
け
た
あ
と
に
塗
っ
た
。
か
な
り
時
間
が
経

つ
と
、
歯
は
す
で
に
キ
ラ
キ
ラ
と
白
く
生
え
そ
ろ
っ
て
い
た
。
玄
宗
は
ま
す
ま
す
張
果
を
神

仙
だ
と
考
え
る
よ
う
に
な
っ
た
。

【
注
釈
】

●
菫
‥
『
舊
唐
書
』
と
同
じ
く
「
菫
汁
」
で
あ
ろ
う
。

●
顧
左
右
‥
意
地
悪
な
見
方
を
す
れ
ば
、
張
果
が
弟
子
達
に
、
こ
れ
か
ら
行
な
う
妖
術
の
仕

込
み
の
た
め
の
合
図
、
目
配
せ
を
し
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

【
原
文
】

欲
以
玉
眞
公
主
降
果
、
未
言
也
。
果
忽
謂
祕
書
少
監
王
迥
質
、
太
常
少
卿
蕭
華
曰
、「
諺

謂
娶
婦
得
公
主
、
平
地
生
公
府
、
可
畏
也
。」
二
人
怪
語
不
倫
。
俄
有
使
至
、
傳
詔
曰
、「
玉

眞
公
主
欲
降
先
生
。」
果
笑
、
固
不
奉
詔
。
有
詔
圖
形
集
賢
院
、
懇
辭
還
山
、
詔
可
。
擢
銀

青
光
祿
大
夫
、
號
通
玄
先
生
、
賜
帛
三
百
匹
、
給
扶
侍
二
人
。
至
恆
山
蒲
吾
縣
、
未
幾
卒
、

或
言
尸
解
。
帝
爲
立
棲
霞
觀
其
所
。



― 89 ―

山口県立大学学術情報　第 13 号 〔大学院論集　通巻第 21 号〕 2020年 3 月

【
書
き
下
し
文
】

玉
真
公
主
を
以
て
果
に
降く

だ

さ
ん
と
欲
し
て
、
未
だ
言
わ
ざ
る
な
り
。
果　

忽
ち　

秘
書
少

監
・
王
迥
質
、
太
常
少
卿
・
蕭
華
に
謂
い
て
曰
く
、「
諺
に
謂
え
ら
く　

婦
を
娶
り
て
公
主

を
得
る
は
、
平
地
に
公
府
生
ま
れ
、
畏
る
べ
き
な
り
」
と
。
二
人　

語
の
不
倫
な
る
を
怪
し

む
。
俄
に
し
て
使
い
の
至
る
有
り
て
、
詔
を
伝
え
て
曰
く
、「
玉
真
公
主　

先
生
に
降く

だ

さ
ん

と
欲
す
」
と
。
果　

笑
い
、
固
よ
り
詔
を
奉
ぜ
ず
。
詔
有
り
て
形
を
集
賢
院
に
図え

が

か
ん
と
す

れ
ど
も
、
懇ね

ん
ごろ
に
辞こ
と

わ
り
て
山
に
還
ら
ん
と
し
、
詔
し
て
可ゆ
る

す
。
銀
青
光
禄
大
夫
に
擢ぬ
き
んで
ら

れ
、
通
玄
先
生
と
号
せ
ら
る
。
帛
三
百
匹
を
賜
わ
り
、
扶
侍
二
人
を
給
わ
る
。
恒
山
の
蒲
吾

県
に
至
り
、
未
だ
幾
ば
く
な
ら
ず
し
て
卒
す
。
或
い
は
尸
解
す
と
言
う
。
帝　

為た
め

め
に
棲
霞

観
を
其そ

の
所
に
立
つ
。

【
大
意
】

玄
宗
は
玉
真
公
主
を
張
果
に
嫁
が
せ
た
い
と
考
え
て
い
た
が
、
ま
だ
口
に
は
し
て
い
な

か
っ
た
。
張
果
は
ふ
と
、
秘
書
少
監
の
王
迥
質
と
太
常
少
卿
の
蕭
華
に
言
っ
た
、「
諺
に
あ

る
が
、
嫁
を
娶
っ
て
、
そ
れ
が
皇
帝
の
娘
な
ら
ば
、
普
通
の
土
地
に
役
所
が
で
き
て
し
ま
い
、

畏
れ
多
い
。」
王
迥
質
と
蕭
華
の
二
人
は
張
果
の
言
葉
に
思
い
当
た
る
こ
と
ふ
し
が
な
い
こ

と
を
訝
か
し
ん
だ
。
す
る
と
間
も
な
く
使
者
が
や
っ
て
来
て
、「
玉
真
公
主
を
張
果
先
生
に

降
嫁
さ
せ
た
い
」
と
の
詔
を
伝
え
た
。
張
果
は
笑
っ
て
、
詔
を
固
辞
し
た
。
詔
を
下
し
て
張

果
の
姿
を
集
賢
院
に
描
か
せ
よ
う
と
し
た
が
、
張
果
は
丁
寧
に
辞
退
し
て
山
に
戻
る
こ
と
を

願
い
出
る
と
、
詔
に
よ
っ
て
許
可
さ
れ
た
。
張
果
は
、
銀
青
光
禄
大
夫
に
抜
擢
さ
れ
、
通
玄

先
生
と
の
称
号
を
授
か
っ
た
。
布
帛
三
百
匹
を
下
賜
さ
れ
、
付
き
人
二
人
を
与
え
ら
れ
た
。

張
果
は
、
恒
山
の
蒲
吾
県
に
や
っ
て
来
る
と
、
ほ
ど
な
く
し
て
亡
く
な
っ
た
。
尸
解
し
た
の

だ
と
も
言
わ
れ
る
。
帝
は
、
張
果
の
た
め
に
棲
霞
観
を
彼
が
亡
く
な
っ
た
場
所
に
建
立
し
た
。

【
注
釈
】

●
平
地
‥
平
穏
な
土
地
。

●
公
府
‥
官
庁
、
役
所
。

●
不
倫
‥
こ
こ
は
、
張
果
の
語
に
対
応
す
る
こ
と
、
相
当
す
る
こ
と
が
な
い
、
と
解
す
。

●
圖
形
集
賢
院
‥
漢
の
宣
帝
が
十
一
人
の
功
臣
の
肖
像
を
麒
麟
閣
に
描
か
せ
て
讃
え
た
と
い

う
故
事
が
あ
る
。
皇
帝
が
宮
殿
に
臣
下
の
像
を
描
か
せ
る
こ
と
は
、
顕
彰
の
方
法
の
一
つ

で
あ
る
。『
漢
書
』
卷
五
四
・
李
廣
蘇
建
傳
「
甘
露
三
年
、
單
于
始
入
朝
。
上
思
股
肱
之

美
、
乃
圖
畫
其
人
於
麒
麟
閣
。
法
其
形
貌
、
署
其
官
爵
姓
名
。
唯
霍
光
不
名
、
曰
大
司
馬

大
將
軍
博
陸
侯
姓
霍
氏
、
次
曰
衞
將
軍
富
平
侯
張
安
世
、
…
…
次
曰
典
屬
國
蘇
武
。
皆
有

功
德
、
知
名
當
世
、
是
以
表
而
揚
之
、
明
著
中
興
輔
佐
、
列
於
方
叔
、
召
虎
、
仲
山
甫
焉
。

凡
十
一
人
、
皆
有
傳
。」

●
匹
‥
一
匹
＝
四
丈
。
唐
代
の
一
丈
は
三
・
一
一
メ
ー
ト
ル
、「
三
百
匹
」だ
と
三
七
三
二
メ
ー

ト
ル
、
約
四
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
に
な
る
。
す
さ
ま
じ
い
量
で
あ
る
。

●
扶
侍
‥
そ
ば
に
い
て
世
話
を
す
る
者
。
張
果
に
は
、
親
族
、
弟
子
、
奴
僕
が
い
た
で
あ
ろ

う
が
、
こ
こ
は
皇
帝
か
ら
世
話
係
を
賜
わ
っ
た
こ
と
が
栄
誉
な
の
で
あ
る
。

●
尸
解
‥
「
不
死
・
再
生
を
獲
る
と
信
じ
ら
れ
た
方
式
の
一
つ
。
蟬
や
蛇
が
そ
の
皮
を
蛻

と
し
て
捨
て
残
し
、
新
し
い
肉
身
は
生
き
る
と
い
う
生
物
現
象
の
誤
解
し
た
類
推
か
ら
、

人
間
も
か
く
あ
る
べ
し
と
の
期
待
・
願
望
は
道
教
以
前
か
ら
あ
っ
た
。」（『
道
教
事
典
』

「
尸
解
」、
宮
川
尚
志
執
筆
）。
ま
た
荒
俣
宏
『
帝
都
物
語　

不
死
鳥
篇
』（
角
川
文
庫
、

一
九
八
七
年
）で
は
、
ジ
ョ
セ
フ
・
ニ
ー
ダ
ム
が
主
人
公
・
加
藤
保
憲
の
尸
解
を
目
の
あ

た
り
に
す
る
シ
ー
ン
が
描
か
れ
て
い
る
。

（
三
）『
全
唐
文
』
卷
九
二
三
・
張
果
・
小
傳

【
底
本
】

●
中
華
書
局
影
印
本
、
一
九
八
三
年

【
原
文
】

果
、
不
知
何
許
人
。
武
后
時
隱
中
條
山
、
往
來
汾
晉
閒
。
自
云
、「
年
數
百
歳
。」
武
后
遣

使
召
之
、佯
死
不
赴
。
開
元
二
十
一
年
、恆
州
刺
史
常
濟
以
同
遣
使
齎
璽
書
邀
迎
之
、至
東
都
。

元
宗
好
神
仙
、
欲
以
玉
眞
公
主
降
之
。
果
不
奉
詔
、
懇
辭
歸
山
。
乃
賜
號
通
元
先
生
、
銀
青

光
祿
大
夫
。
爲
造
棲
霞
觀
於
隱
所
。
入
恒
山
、
不
知
所
之
。 

【
書
き
下
し
文
】

果
は
何い

ず
こ許
の
人
な
る
か
を
知
ら
ず
。
武
后
の
時
、中
条
山
に
隠
れ
、汾
・
晋
の
間
に
往
来
す
。

自
ら
云
う
、「
年
は
數
百
歳
な
り
」
と
。
武
后　

使
い
を
遣や

り
て
之こ

れ
を
召
さ
ん
と
す
れ
ど
も
、

死
を
佯い

つ
わり

て
赴
か
ず
。
開
元
二
十
一
年
、
恒
州
刺
史
・
常
済　

遣
使
と
同と
も

に
璽
書
を
齎も
た
らす

を

以
て
之こ

れ
を
邀よ
う

迎げ
い

す
れ
ば
、
東
都
に
至
る
。
元
宗　

神
仙
を
好
み
、
玉
真
公
主
を
以
て
之こ

れ

に
降く

だ

さ
ん
と
欲
す
。
果　

詔
を
奉
ぜ
ず
、
懇
ね
ん
ご
ろに

辞こ
と
わり

て
山
に
帰
ら
ん
と
す
。
乃
ち
号
を
通
元

先
生
と
賜
い
、
銀
青
光
禄
大
夫
と
す
。
為た

め

に
棲
霞
観
を
隠
所
に
造
る
。
恒
山
に
入
り
、
之ゆ

く

所
を
知
ら
ず
。 

【
大
意
】

張
果
は
、
ど
こ
の
人
で
あ
る
か
は
わ
か
ら
な
い
。
則
天
武
后
の
時
に
、
中
条
山
に
隠
棲
し
、
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汾
・
晋
の
地
域
で
活
動
し
て
い
た
。
自
ら
「
数
百
歳
で
あ
る
」
と
称
し
て
い
た
。
則
天
武
后

は
、
使
者
を
派
遣
し
て
張
果
を
召
し
か
か
え
よ
う
と
し
た
が
、
張
果
は
死
を
い
つ
わ
り
、
武

后
の
も
と
に
向
か
わ
な
か
っ
た
。
開
元
二
十
一
年（
七
三
三
）、
恒
州
刺
史
・
常
済（
韋
済
）が
、

皇
帝
の
使
者
を
引
き
連
れ
て
御
璽
で
封
じ
た
詔
を
持
参
す
る
こ
と
で
、
張
果
を
招
き
入
れ
よ

う
と
し
た
ら
、
張
果
は
東
都
・
洛
陽
に
や
っ
て
来
た
。
玄
宗
は
神
仙
を
愛
好
し
、
玉
真
公
主

を
張
果
に
降
嫁
さ
せ
よ
う
と
し
た
。
張
果
は
詔
に
従
わ
ず
、
丁
寧
に
辞
退
し
て
山
に
帰
る
こ

と
を
願
い
出
た
。
そ
こ
で
玄
宗
は
通
元
先
生
と
い
う
称
号
を
下
賜
し
、
銀
青
光
禄
大
夫
と
し

た
。
そ
し
て
張
果
の
た
め
に
棲
霞
観
を
彼
の
隠
棲
の
地
に
造
営
し
た
。
張
果
は
恒
山
に
入
る

と
、
行
方
が
わ
か
ら
な
く
な
っ
た
。

【
注
釈
】

●
常
済
‥
韋
済
の
誤
り
。

●
遣
使
‥
派
遣
さ
れ
た
使
者
。

●
元
宗
‥
玄
宗
。『
全
唐
文
』
が
編
纂
さ
れ
た
清
朝
の
聖
祖
・
愛
親
覚
羅
玄
燁
の
諱
を
避
け
た
。

「
通
元
先
生
」
も
同
様
。

※
李
徳
輝
『
全
唐
文
作
者
小
伝
正
補
』（
遼
海
出
版
社
、
二
〇
一
一
年
）に
、
こ
の
小
伝
の
補

正
が
あ
る
。

（
四
）『
全
唐
詩
』
卷
八
六
〇
・
張
果
・
小
傳

【
底
本
】

●
『
全
唐
詩
』
中
華
書
局
、
一
九
六
〇
年　

【
原
文
】

張
果
、
兩
當
人
。
先
隱
中
條
山
、
後
於
鸑
鷟
山
登
眞
洞
往
來
。
天
后
召
之
不
起
。
明
皇
以

禮
致
之
。
肩
輿
入
宮
。
擢
銀
青
光
祿
大
夫
、
賜
號
通
玄
先
生
。
未
幾
還
山
。

【
書
き
下
し
文
】

張
果
は
両
当
の
人
な
り
。
先
に
中
條
山
に
隠
れ
、
後
に
鸑が

く

鷟さ
く

山
の
登
真
洞
に
往
来
す
。
天

后　

之こ

れ
を
召
せ
ど
も
起
た
ず
。
明
皇　

礼
を
以
て
之
れ
を
致
す
。
肩
輿
に
し
て
宮
に
入
る
。

銀
青
光
禄
大
夫
に
擢ぬ

き
んで

ら
れ
、
号
を
通
玄
先
生
と
賜
わ
る
。
未
だ
幾
ば
く
な
ら
ず
し
て
山
に

還
る
。

【
大
意
】

張
果
は
両
当
の
人
で
あ
る
。
は
じ
め
中
条
山
に
隠
棲
し
、
の
ち
に
鸑
鷟
山
の
登
真
洞
で
暮

ら
し
て
い
た
。
則
天
武
后
が
張
果
を
招
聘
し
よ
う
と
し
た
が
、
応
じ
な
か
っ
た
。
玄
宗
皇
帝

が
礼
を
尽
く
し
て
張
果
を
招
聘
す
る
こ
と
に
成
功
し
た
。
張
果
は
輿
に
乗
る
と
い
う
待
遇
で

宮
中
に
入
っ
た
。
銀
青
光
禄
大
夫
に
抜
擢
さ
れ
て
、
通
玄
先
生
と
い
う
号
を
授
か
っ
た
。
玄

宗
の
も
と
に
来
て
い
く
ら
も
経
た
な
い
う
ち
に
帰
山
し
た
。

【
注
釈
】

●
両
当
‥
鳳
州
の
治
所
。
現
在
の
甘
粛
省
両
当
県
の
東
。

●
鸑
鷟
山
‥
鳳
州
両
当
県
の
西
の
山
。「
鸑
鷟
」
は
、
伝
説
上
の
神
鳥
で
鳳
凰
の
一
種
と

い
う
。「
鸑
鷟
山
」
は
、「
百
度
百
科
」（https://baike.baidu.com

/item
/

鸑
鷟
山
、

二
〇
一
九
一
〇
一
七
最
終
ア
ク
セ
ス
）に
よ
れ
ば
、
甘
粛
省
隴
南
市
両
当
県
に
あ
る
山
で
、

張
果
の
昇
仙
の
地
と
な
っ
て
い
る
。『
元
和
郡
縣
圖
志
』
卷
二
二
・
山
南
道
三
・
鳳
州
「（
西

魏
）廢
帝
三
年
改
南
岐
州
爲
鳳
州
。
因
州
境
有
鸑
鷟
山
爲
名
。
…
…
兩
當
縣
、
…
…
鸑
鷟

山
在
縣
西
二
十
里
。」。
ま
た
、
張
果
「
題
登
眞
洞
」
詩
の
「
登
真
洞
」
の
注
を
参
照（
本

訳
注
稿
・
下
篇
に
掲
載
予
定
）。

●
登
真
洞
‥
張
果
「
題
登
眞
洞
」
詩
の
注
を
参
照
。

（
五
）『
新
唐
書
』
卷
五
九
・
藝
文
志
三
・
丙
部
子
錄
・
道
家
類
・
神
仙

張
果
陰
符
經
太
無
傳
一
卷

又
陰
符
經
辨
命
論
一
卷

氣
訣
一
卷

神
仙
得
道
靈
藥
經
一
卷

罔
象
成
名
圖
一
卷

丹
砂
訣
一
卷
開
元
二
十
二
年
上
。

【
注
釈
】

●
開
元
二
十
二
年
上
‥
上
記
の
伝
記
資
料
に
、
張
果
が
玄
宗
の
招
き
に
応
じ
て
洛
陽
に
来
た

の
が
、「
開
元
二
十
一
年
」
と
あ
る
こ
と
に
符
合
す
る
。

（
六
）『
宋
史
』
藝
文
志

【
底
本
】

●
中
華
書
局
点
校
本
、
一
九
八
五
年

『
宋
史
』
卷
二
〇
一
・
藝
文
志
一
・
経
類
・
易
類

張
果
周
易
罔
象
成
名
圖
一
卷

『
宋
史
』
卷
二
〇
五
・
藝
文
志
四
・
子
類
・
道
家
類
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張
果
陰
符
經
注
一
卷

又
陰
符
經
辨
命
論
一
卷

『
宋
史
』
卷
二
〇
七
・
藝
文
志
六
・
子
類
・
醫
書
類

張
果
傷
寒
論
一
卷

二
、『
太
平
廣
記
』「
張
果
」、『
宣
室
志
』
卷
八
所
収
エ
ピ
ソ
ー
ド

本
節
で
は
、『
太
平
廣
記
』「
張
果
」
と
『
宣
室
志
』
卷
八
所
収
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
の
訳
注
を

掲
げ
る
。
こ
れ
ら
は
伝
奇
小
説
で
あ
り
、
そ
の
内
容
に
は
、
い
わ
ゆ
る
虚
構
的
な
要
素
が
加

味
さ
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
一
方
で
、
唐
代
に
著
さ
れ
た
こ
れ
ら
の
エ
ピ
ソ
ー

ド
は
、
張
果
と
同
じ
朝
代
に
お
い
て
、
張
果
像
が
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
を
伝
え
る
も

の
で
あ
り
、
仙
人
と
し
て
の
張
果
像
の
原
型
、
そ
の
意
味
で
の
「
実
像
」
を
伝
え
る
資
料
と

考
え
ら
れ
る
。

（
七
）『
太
平
廣
記
』
卷
三
十
・
神
仙
三
十
「
張
果
」

【
底
本
】

●
張
國
風
會
校
『
太
平
廣
記
會
校
』、
北
京
燕
山
出
版
社
、
二
〇
一
一
年

【
原
文
】

張
果
者
、
隱
於
恆
州
條
山
、
常
往
來
汾
晉
閒
。
時
人
傳
有
長
年
祕
術
。
耆
老
云
、「
爲
兒

童
時
見
之
、
自
言
數
百
歳
矣
。」
唐
太
宗
、
高
宗
、
纍
徵
之
不
起
。
則
天
召
之
出
山
、
佯
死

於
妬
女
廟
前
。
時
方
盛
熱
、
須
臾
臭
爛
生
蟲
。
聞
於
則
天
、
信
其
死
矣
。
後
有
人
於
恆
州
山

中
復
見
之
。
果
常
乘
一
白
驢
、
日
行
數
萬
里
。
休
則
重
疊
之
、
其
厚
如
紙
、
置
於
巾
箱
中
。

乘
則
以
水
噀
之
、
還
成
驢
矣
。

【
書
き
下
し
文
】

張
果
は
、
恒
州
の
条
山
に
隠
れ
、
常
に
汾
・
晋
の
間
に
往
来
す
。
時
人　

長
年
の
秘
術
有

り
と
伝
う
。
耆
老
云
う
、「
児
童
為
り
し
時
に
之こ

れ
に
見あ

い
、
自
ら
言
う
数
百
歳
な
り
」
と
。

唐
の
太
宗
、
高
宗　

累し
き

り
に
之こ

れ
を
徴め

せ
ど
も
起
た
ず
。
則
天　

之こ

れ
を
召
し
て
山
を
出
さ

ん
と
す
れ
ど
も
、
死
を
妬
女
廟
の
前
に
佯い

つ
わる
。
時　

方ま
さ

に
盛
熱
に
し
て
、
須
臾
に
し
て
臭
爛

し
て
虫
を
生
ず
。
則
天
に
聞き

こ
え
、
其そ

の
死
を
信
ず
。
後
に
人
の
恒
州
の
山
中
に
復
た
之こ

れ

に
見あ

う
有
り
。
果　

常
に
一
白
驢
に
乗
り
、
日
に
行
く
こ
と
数
万
里
。
休
め
ば
則
ち
之こ

れ
を

重ち
よ
う

畳じ
よ
うす

れ
ば
、
其そ

の
厚
き
こ
と
紙
の
如
く
、
巾
箱
中
に
置
く
。
乗
れ
ば
則
ち
水
を
以
て
之こ

れ

に
噀ふ

か
ば
、
還ま

た
驢
と
成
る
。

【
大
意
】

張
果
は
、
恒
州
の
条
山
に
隠
棲
し
、
普
段
は
汾
・
晋
の
地
域
で
活
動
し
て
い
た
。
当
時
の

人
々
は
、
張
果
は
寿
命
を
延
ば
す
秘
術
を
有
し
て
い
る
と
言
い
伝
え
て
い
た
。
古
老
は
、「
子

供
の
頃
に
張
果
に
会
っ
た
が
、
自
ら
数
百
歳
だ
と
称
し
て
い
た
。」
と
言
っ
て
い
た
。
唐
の

太
宗
と
高
宗
は
つ
づ
け
て
張
果
を
召
し
出
そ
う
と
し
た
が
応
じ
な
か
っ
た
。
則
天
武
后
は
、

張
果
を
召
し
出
し
て
条
山
か
ら
出
そ
う
と
し
た
け
れ
ど
も
、
妬
女
廟
の
前
で
死
ん
だ
ふ
り
を

し
た
。
そ
の
時
期
は
ち
ょ
う
ど
猛
暑
で
、
張
果
の
遺
体
は
い
く
ら
も
経
た
な
い
う
ち
に
腐
爛

し
て
臭
気
を
発
し
、
虫
が
わ
い
た
。
臣
下
が
、
則
天
武
后
に
そ
の
こ
と
を
ご
報
告
申
し
上
げ

る
と
、
武
后
は
張
果
の
死
を
信
じ
た
。
そ
の
後
ま
た
、
恒
州
の
山
中
で
張
果
に
会
っ
た
人
が

い
た
。
張
果
は
い
つ
も
一
頭
の
白
い
驢
馬
に
乗
り
、
一
日
に
数
万
里
も
旅
を
し
て
い
た
。
休

む
と
き
は
そ
の
驢
馬
を
幾
重
に
も
折
り
た
た
む
と
、
紙
の
よ
う
に
薄
く
な
り
、
小
箱
の
中
に

入
れ
て
い
た
。
乗
る
と
き
は
、
水
を
口
に
含
ん
で
そ
れ
に
吹
き
か
け
る
と
、
再
び
驢
馬
に
も

ど
っ
た
。

【
注
釈
】

※
『
舊
唐
書
』『
新
唐
書
』
の
張
果
列
傳
、『
全
唐
文
』『
全
唐
詩
』
の
小
傳
に
示
し
た
注
は
、

原
則
と
し
て
省
略
す
る
。

※
本
エ
ピ
ソ
ー
ド
は
、
ほ
ぼ
同
じ
も
の
が
、
唐
・
鄭
處
誨
撰
『
明
皇
雜
錄
』
に
見
え
る
。
こ

こ
で
は
『
太
平
廣
記
』
を
底
本
と
す
る
。

●
条
山
‥
『
舊
唐
書
』『
新
唐
書
』
張
果
列
傳
で
は
「
中
條
山
」
と
な
っ
て
い
る
。「
中
條
山
」

の
誤
り
、「
中
」
の
脱
字
と
考
え
ら
れ
る
。

●
耆
老
‥
老
人
。

●
徴
‥
君
主
が
召
し
出
す
。

●
妬
女
廟
‥
『
太
平
廣
記
』
卷
二
九
一
・
神
一
に
「
妬
女
廟
」「
幷
州
石
艾
、
壽
陽
二
界
、

有
妬
女
泉
、
有
神
廟
。
泉
瀵
水
深
沈
、
潔
澈
千
丈
。
…
…
出
朝
野
僉
載
」
の
記
事
が
あ
る
。

并
州
は
、恒
州
の
西
隣
の
太
原
府（
治
、太
原
県
・
晋
陽
県
。
山
西
省
太
原
市
）。
石
艾
県（
山

西
省
平
定
県
）、
寿
陽
県（
同
寿
陽
県
）は
太
原
府
の
東
部
に
位
置
し
、
従
っ
て
恒
州
に
近
い
。

●
盛
熱
‥
盛
ん
な
熱
。『
藝
文
類
聚
』
卷
五
・
歳
時
下
・
熱
「
魏
繁
欽
暑
賦
曰
、
暑
景
方
徂
、

時
惟
六
月
。
大
火
飄
光
、
炎
氣
酷
烈
。
翕
翕
盛
熱
、
蒸
我
層
軒
。」

●
須
臾
‥
少
し
の
時
間
。

●
臭
爛
‥
腐
爛
し
て
臭
気
を
発
す
る
。

●
白
驢
‥
白
い
驢
馬
。『
冊
府
元
龜
』
卷
八
一
〇
・
總
錄
部
・
隱
逸
第
二
「
樓
惠
、
東
陽
人
。

有
道
術
、
居
金
華
山
。
禽
獸
毒
螫
者
、
皆
避
之
。
宋
明
帝
聞
之
、
敕
出
、
住
華
林
園
、
除
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奉
朝
。
請
固
乞
不
受
。
求
東
歸
、
忽
乗
白
驢
向
臨
安
縣
。
衆
不
知
所
以
尋
。」

●
里
‥
唐
代
の
一
里
は
、
約
五
六
〇
メ
ー
ト
ル
。

●
重
疊
‥
重
な
り
あ
わ
す
。

●
巾
箱
‥
頭
巾
を
入
れ
る
小
さ
な
箱
。
の
ち
に
書
巻
や
文
書
を
入
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

●
噀
‥
水
な
ど
を
口
に
含
ん
で
吹
く
、
吐
く
。

【
原
文
】

開
元
二
十
三
年
、
玄
宗
遣
通
事
舍
人
裴
唔
馳
驛
於
恆
州
迎
之
。
果
對
晤
、
氣
絶
而
死
。
晤

乃
焚
香
啓
請
、
宣
天
子
求
道
之
意
。
俄
頃
漸
蘇
。
晤
不
敢
逼
、
馳
還
奏
之
。
乃
命
中
書
舍
人

徐
嶠
齎
璽
書
迎
之
。
果
隨
嶠
到
東
都
、
於
集
賢
院
安
置
、
肩
輿
入
宮
、
備
加
禮
敬
。

【
書
き
下
し
文
】

開
元
二
十
三
年
、
玄
宗　

通
事
舎
人
・
裴
唔
を
遣や

り
て
駅
を
恒
州
に
馳
せ
て
之こ

れ
を
迎
え

し
む
。
果　

晤
に
対
し
、
気
絶
え
て
死
す
。
晤　

乃
ち
香
を
焚
き
て
啓
請
し
、
天
子
求
道
の

意
を
宣の

た
まう

。
俄に

わ
か頃

に
し
て
漸よ

う
やく

蘇
る
。
晤　

敢
え
て
逼せ
ま

ら
ず
、
馳
せ
還
り
て
之こ

れ
を
奏
す
。

乃
ち
中
書
舎
人
・
徐
嶠
に
命
じ
て
璽
書
を
齎も

た
らし

て
之こ

れ
を
迎
え
し
む
。
果　

嶠
に
随
い
て
東

都
に
到
り
、
集
賢
院
に
安
置
せ
ら
れ
、
肩
輿
に
し
て
宮
に
入
り
、
備つ

ぶ
さに

礼
敬
を
加
え
ら
る
。               

【
大
意
】

開
元
二
十
三
年（
七
三
五
）、
玄
宗
は
通
事
舍
人
・
裴
唔
を
派
遣
し
、
恒
州
ま
で
早
馬
を
乗

り
継
が
せ
、
張
果
を
迎
え
よ
う
と
し
た
。
張
果
は
裴
唔
を
面
前
に
す
る
と
、
息
が
途
絶
え
て

死
ん
で
し
ま
っ
た
。
裴
唔
は
そ
こ
で
お
香
を
焚
い
て
神
仏
の
名
を
唱
え
て
祈
り
、
天
子
が
道

を
お
求
め
に
な
っ
て
い
る
と
い
う
ご
意
志
を
伝
え
た
。
し
ば
ら
く
す
る
と
張
果
は
徐
々
に
息

を
吹
き
返
し
た
。
裴
唔
は
執
拗
に
迫
る
こ
と
は
せ
ず
、
急
い
で
都
に
帰
り
、
顛
末
を
皇
帝
に

ご
報
告
し
た
。
そ
こ
で
玄
宗
は
中
書
舍
人
・
徐
嶠
に
命
じ
て
、
御
璽
で
封
じ
た
詔
を
持
参
さ

せ
て
、
張
果
を
招
き
入
れ
よ
う
と
し
た
。
張
果
は
徐
嶠
に
つ
い
て
東
都
・
洛
陽
に
や
っ
て
来

て
、
集
賢
院
に
い
っ
た
ん
留
め
置
か
れ
、
輿
に
乗
る
と
い
う
待
遇
で
宮
中
に
入
り
、
さ
ま
ざ

ま
な
儀
礼
に
よ
り
敬
意
を
払
わ
れ
迎
え
ら
れ
た
。

【
注
釈
】

●
馳
駅
‥
駅
で
乗
り
継
ぎ
な
が
ら
、
早
馬
を
疾
走
さ
せ
る
。

●
啓
請
‥
願
い
請
う
。『
岩
波
仏
教
辞
典
第
二
版
』（
岩
波
書
店
、
二
〇
〇
二
年
）に
「
経
文

を
読
む
前
に
仏
・
菩
薩
を
招
き
請
う
こ
と
。
…
…
た
と
え
ば
，
楞
厳
経
の
際
に
は
，
楞
厳

会
の
仏
・
菩
薩
の
名
号
を
ま
ず
唱
え
る
こ
と
な
ど
を
い
う
。」
と
あ
る
。
こ
こ
は
ひ
と
ま
ず
、

神
仏
の
名
を
唱
え
て
願
う
と
訳
す
。

●
宣
‥
君
命
を
伝
え
る
。

●
俄
頃
‥
し
ば
ら
く
。
や
が
て
。

●
漸
‥
だ
ん
だ
ん
。
し
だ
い
に
。

●
安
置
‥
落
ち
着
か
せ
る
。

●
備
‥
み
な
。
こ
と
ご
と
く
。

●
礼
敬
‥
儀
礼
に
か
な
っ
た
作
法
に
よ
り
尊
敬
を
表
す
。

【
原
文
】

玄
宗
因
從
容
謂
曰
、「
先
生
得
道
者
也
、
何
齒
髮
之
衰
耶
。」
果
曰
、「
衰
朽
之
歳
、
無
道

術
可
憑
、
故
使
之
然
。
良
足
恥
也
。
今
若
盡
除
、
不
猶
愈
乎
。」
因
於
御
前
拔
去
鬢
髮
、
擊

落
牙
齒
、
流
血
溢
口
。
玄
宗
甚
驚
、
謂
曰
、「
先
生
休
舍
。
少
選
晤
語
。」
俄
頃
召
之
、
青
鬢

皓
齒
、
愈
於
壯
年
。

【
書
き
下
し
文
】

玄
宗　

従
し
よ
う

容よ
う

た
る
に
因
り
て
謂
い
て
曰
く
、「
先
生
は
道
を
得
る
者
な
れ
ど
、
何
ぞ
歯
髪

の
衰
え
た
る
か
」
と
。
果　

曰
く
、「
衰
朽
の
歳
は
、
道
術
の
憑た

の

む
可
き
無
く
、
故
に
之こ

れ

を
し
て
然
ら
し
む
。
良ま

こ
とに

恥
ず
る
に
足
る
な
り
。
今　

若も

し
尽
く
除
け
ば
、
猶
お
愈ま

さ

ら
ざ
る

か
」
と
。
因
り
て
御
前
に
於
い
て
鬢
髪
を
抜
き
去
り
、
牙
歯
を
撃
ち
落
と
し
、
流
血
は
口
に

溢あ
ふ

る
。
玄
宗　

甚
だ
驚
き
、
謂
い
て
曰
く
、「
先
生　

休
き
ゆ
う

舎し
や

せ
よ
。
少し

ば
ら選

く
し
て
晤ご

語ご

せ
ん
」

と
。
俄に

わ
か頃

に
し
て
之こ

れ
を
召
せ
ば
、
青
鬢　

皓
歯
、
壮
年
よ
り
愈ま
さ

る
。

【
大
意
】

玄
宗
は
の
ん
び
り
く
つ
ろ
い
で
す
る
こ
と
も
な
か
っ
た
の
で
、
張
果
に
「
先
生
は
道
を
体

得
さ
れ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
ど
う
し
て
歯
や
髪
が
衰
え
て
お
ら
れ
る
の
か
。」
と
尋
ね
た
。

張
果
は
「
老
い
ぼ
れ
の
年
齢
は
、
仙
術
も
頼
み
と
す
る
こ
と
が
で
き
ず
、
そ
れ
で
こ
の
よ
う

な
有
様
な
の
で
ご
ざ
い
ま
す
。
本
当
に
お
恥
ず
か
し
い
限
り
で
ご
ざ
い
ま
す
。
今　

歯
や
髪

を
す
べ
て
抜
き
去
っ
て
し
ま
う
ほ
う
が
、
ま
だ
ま
し
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。」
と
お
答
え

し
た
。
そ
こ
で
陛
下
の
御
前
で
髪
の
毛
を
抜
き
去
り
、
歯
を
打
っ
て
落
と
し
て
、
口
は
流
血

に
染
ま
っ
た
。
玄
宗
は
び
っ
く
り
仰
天
し
て
し
ま
い
言
っ
た
、「
先
生
、
お
休
み
に
な
ら
れ
よ
。

し
ば
ら
く
し
て
か
ら
お
話
の
続
き
を
。」
や
が
て
玄
宗
が
張
果
を
召
し
出
す
と
、
黒
々
と
し

た
髪
、
真
っ
白
な
歯
が
生
え
て
お
り
、
そ
れ
は
壮
年
の
男
盛
り
以
上
の
も
の
で
あ
っ
た
。

【
注
釈
】

●
従
容
‥
の
ん
び
り
と
く
つ
ろ
ぐ
。

●
衰
朽
‥
衰
え
て
役
に
立
た
な
く
な
る
。
お
い
ぼ
れ
る
。
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●
道
術
‥
仙
人
や
方
士
が
行
う
術
。
仙
術
。

●
憑
‥
た
よ
る
。
頼
み
と
す
る
。

●
良
‥
ほ
ん
と
う
に
。

●
愈
‥
ま
さ
っ
て
い
る
。
ま
し
で
あ
る
。『
漢
書
』
卷
三
六
・
楚
元
王
傳
「
夫
禮
失
求
之
於
野
、

古
文
不
猶
愈
於
野
乎
。」
顏
師
古
注
「
愈
、
勝
也
。」

●
鬢
髪
‥
頭
の
左
右
両
側
の
髪
の
毛
。

●
休
舎
‥
休
む
。

●
少
選
‥
わ
ず
か
。
し
ば
ら
く
の
時
間
。

●
晤
語
‥
向
か
い
合
っ
て
語
る
。

●
壮
年
‥
三
十
歳
前
後
の
お
と
こ
ざ
か
り
。

【
原
文
】

一
日
、
祕
書
監
王
迥
質
、
太
常
少
卿
蕭
華
嘗
同
造
焉
。
時
玄
宗
欲
令
尚
主
、
果
未
之
知
也
。

忽
笑
謂
二
人
曰
、「
娶
婦
得
公
主
、
甚
可
畏
也
。」
迥
質
與
華
相
顧
、
未
諭
其
言
。
俄
頃
有
中

使
至
、
謂
果
曰
、「
上
以
玉
眞
公
主
早
歳
好
道
、
欲
降
於
先
生
。」
果
大
笑
、
竟
不
承
詔
。
二

人
方
悟
向
來
之
言
。

【
書
き
下
し
文
】

一
日
、
秘
書
監
・
王
迥
質
、
太
常
少
卿
・
蕭
華　

嘗こ
こ
ろみ

に
同と
も

に
造い
た

る
。
時
に
玄
宗　

主し
ゆ

を

尚め
と

ら
し
め
ん
と
欲
す
れ
ど
も
、
果　

未
だ
之こ

れ
を
知
ら
ざ
る
な
り
。
忽
ち
笑
い
て
二
人
に
謂

い
て
曰
く
、「
婦
を
娶
り
て
公
主
を
得
る
は
、
甚
だ
畏
る
可
き
な
り
」
と
。
迥
質
と
華
と
相

い
顧
み
て
、未
だ
其
の
言
を
諭
ら
ず
。
俄に

わ
か頃

に
し
て
中
使
の
至
る
有
り
て
、果
に
謂
い
て
曰
く
、

「
上　

玉
真
公
主
の
早
歳
よ
り
道
を
好
む
を
以
て
、
先
生
に
降く

だ

さ
ん
と
欲
す
」
と
。
果　

大

い
に
笑
い
、
竟つ

い

に
詔
を
承
け
ず
。
二
人　

方ま
さ

に
向
き
よ
う

来ら
い

の
言
を
悟
る
。

【
大
意
】

あ
る
日
、秘
書
監
の
王
迥
質
、太
常
少
卿
の
蕭
華
が
た
め
し
に
一
緒
に
張
果
の
も
と
に
や
っ

て
き
た
。
そ
の
時
、
玄
宗
は
公
主
を
張
果
に
娶
ら
せ
た
い
と
考
え
て
い
た
が
、
張
果
は
ま
だ

そ
の
こ
と
を
知
ら
な
か
っ
た
。
す
る
と
突
然
張
果
は
笑
っ
て
二
人
に
言
っ
た
、「
嫁
を
娶
っ
て
、

そ
れ
が
皇
帝
の
娘
な
ら
、
本
当
に
畏
れ
多
い
。」
王
迥
質
と
蕭
華
は
顔
を
見
合
わ
せ
、
張
果

の
言
葉
に
合
点
が
い
か
な
い
様
子
で
あ
っ
た
。
そ
う
こ
う
し
な
い
う
ち
に
宮
中
か
ら
使
者
が

や
っ
て
き
て
、
張
果
に
言
っ
た
、「
陛
下
は
、
玉
真
公
主
様
が
幼
き
頃
よ
り
神
仙
の
道
を
愛

し
て
や
ま
れ
ず
、
先
生
に
降
嫁
さ
せ
よ
う
と
の
思
し
召
し
で
あ
る
。」
張
果
は
大
笑
い
し
て
、

結
局
は
詔
を
承
け
な
か
っ
た
。
王
迥
質
と
蕭
華
の
二
人
は
、
そ
の
と
き
は
じ
め
て
先
ほ
ど
の

張
果
の
言
葉
に
合
点
が
い
っ
た
の
だ
っ
た
。              

【
注
釈
】

●
嘗
‥
試
み
に
、
と
解
す
。

●
造
‥
到
る
。

●
主
‥
公
主
の
簡
称
。

【
原
文
】

是
時
公
卿
多
往
候
謁
、或
問
以
方
外
之
事
、皆
詭
對
之
。
每
云
、「
余
是
堯
時
丙
子
年
人
。」

時
莫
能
測
也
。
又
云
、「
堯
時
爲
侍
中
。」
善
於
胎
息
、纍
日
不
食
、食
時
但
進
美
酒
及
三
黃
丸
。

玄
宗
留
之
内
殿
、
賜
之
酒
。
辭
以
山
臣
飮
不
過
二
升
。
有
一
弟
子
、
飮
可
一
斗
。
玄
宗
聞
之

喜
、
令
召
之
。
俄
一
小
道
士
、
自
殿
簷
飛
下
。
年
可
十
六
七
、
美
姿
容
、
旨
趣
雅
淡
。
謁
見
上
、

言
詞
清
爽
、
禮
貌
臻
備
。
玄
宗
命
坐
。
果
曰
、「
弟
子
當
侍
立
於
側
、
未
宜
賜
坐
。」
玄
宗
目

之
愈
喜
、
遂
賜
之
酒
。
飮
及
一
斗
不
醉
。
果
辭
曰
、「
不
可
更
賜
。
過
度
必
有
所
失
。
致
龍

顏
一
笑
耳
。」
玄
宗
又
逼
賜
之
、
酒
忽
從
頂
湧
出
、
冠
子
落
地
、
化
爲
一
榼
蓋
。
玄
宗
及
嬪

御
皆
驚
笑
、
視
之
、
已
失
道
士
矣
。
但
見
一
金
榼
在
地
、
覆
之
。
榼
盛
一
斗
。
驗
之
、
乃
集

賢
院
中
榼
也
。
纍
試
仙
術
、
不
可
窮
紀
。

【
書
き
下
し
文
】

是こ

の
時　

公
卿　

多
く
往
き
て
候
謁
し
、
或
い
は
問
う
に
方
外
の
事
を
以
て
す
れ
ば
、
皆

な
詭こ

と
なり

て
之こ

れ
に
答
う
。
毎
に
云
う
、「
余
は
是こ

れ
堯
の
時
の
丙
子
の
年
の
人
な
り
」
と
。

時
に
能
く
測
る
莫
き
な
り
。
又
た
云
う
、「
堯
の
時　

侍
中
為た

た
り
」
と
。
胎
息
に
善
く
、

累
日　

食
わ
ず
、
食
う
時
は
但
だ
美
酒
及
び
三
つ
の
黄お

う

丸が
ん

を
進
む
る
の
み
。
玄
宗　

之こ

れ
を

内
殿
に
留
め
、
之こ

れ
に
酒
を
賜
う
。
辞
す
る
に
山
臣
は
飲
む
こ
と
二
升
を
過
ぎ
ざ
る
を
以
て

す
。
一
弟
子
有
り
て
、
飲
む
こ
と
一
斗
可ば

か

り
な
り
。
玄
宗　

之こ

れ
を
聞
き
て
喜
び
、
之こ

れ
を

召
さ
し
む
。
俄に

わ
かに

し
て
一
小
道
士
、殿で

ん

簷え
ん

自よ

り
飛
び
下
る
。
年
は
十
六
七
可ば
か

り
、姿
容
美
し
く
、

旨
趣　

雅
淡
な
り
。
上
に
謁
見
し
、
言
詞　

清
爽
、
礼
貌　

臻し
ん

備び

す
。
玄
宗　

坐
す
る
を
命

ず
。
果　

曰
く
、「
弟
子
は
当
に
側

か
た
わ
らに

侍
立
す
べ
く
、
未
だ
宜
し
く
坐
を
賜
わ
る
べ
か
ら
ず
」

と
。
玄
宗　

之こ

れ
に
目も

く

し
て
愈い
よ

い
よ
喜
び
、
遂
に
之こ

れ
に
酒
を
賜
う
。
飮
む
こ
と
一
斗
に
及

べ
ど
も
酔
わ
ず
。
果　

辞
し
て
曰
く
、「
更
に
賜
う
可
か
ら
ず
。
度
を
過
ぎ
ば
必
ず
失
う
所

有
り
。
龍
顔
の
一
笑
を
致
す
の
み
」
と
。
玄
宗 

又
た
逼せ
ま

り
て
之こ

れ
に
賜
え
ば
、
酒　

忽
ち

頂い
た
だ
き

従よ

り
湧
き
出
で
、
冠
子　

地
に
落
ち
、
化
し
て
一
榼こ

う

蓋が
い

と
為
る
。
玄
宗
及
び
嬪
御　

皆　

驚
き
笑
い
、
之こ

れ
を
視
れ
ば
、
已
に
道
士
失う

す
。
但
だ
見
る　

一
金
榼
の
地
に
在
り
て
、
之こ

れ
を
覆
う
を
。
榼
は
一
斗
を
盛
る
。
之こ

れ
を
験た

め

せ
ば
、
乃
ち
集
賢
院
中
の
榼
な
り
。
累し
き

り
に
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仙
術
を
試こ
こ
ろみ
、
紀し

る

す
を
窮
む
可べ

か
ら
ず
。

【
大
意
】

こ
の
と
き
、
高
位
高
官
が
多
く
張
果
の
も
と
を
訪
れ
、
謁
見
待
ち
の
状
態
で
あ
っ
た
。
あ

る
者
が
俗
世
の
外
側
の
こ
と
を
尋
ね
る
と
、
す
べ
て
通
常
の
こ
と
と
は
異
な
る
卓
越
し
た
答

え
を
返
し
た
。
い
つ
も
「
私
は
堯
帝
の
時
代
の
丙
子
の
生
ま
れ
の
人
で
あ
る
」
と
言
っ
て
い

た
。
た
だ
そ
の
と
き
、そ
の
年
数
を
計
算
す
る
こ
と
が
で
き
る
者
は
い
な
か
っ
た
。
ま
た「
私

は
堯
帝
の
時
代
の
宰
相
で
あ
っ
た
」
と
言
っ
て
い
た
。
胎
児
の
よ
う
な
呼
吸
法
を
会
得
し
て

い
て
、
何
日
間
も
食
事
を
せ
ず
、
食
事
を
す
る
と
き
は
高
級
酒
と
と
も
に
黄
丸
を
三
つ
飲
ん

で
い
た
。
玄
宗
は
張
果
を
宮
殿
の
奥
の
間
に
留
め
お
き
、
酒
を
賜
っ
た
。
張
果
は
、
山や

つ
が
れ臣
は

酒
は
二
升
ま
で
に
い
た
し
て
お
り
ま
す
と
お
断
り
を
し
た
。
一
斗
ほ
ど
酒
を
飲
む
こ
と
が
で

き
る
弟
子
が
一
人
い
る
と
い
う
こ
と
で
、
玄
宗
は
そ
れ
を
聞
く
と
喜
び
、
そ
の
弟
子
を
宮
中

に
参
ら
せ
る
よ
う
命
じ
た
。
す
る
と
た
ち
ま
ち
一
人
の
ち
び
道
士
が
、
宮
殿
の
軒
下
か
ら
飛

び
降
り
た
。
歳
の
頃
は
十
六
、七
で
、
み
め
う
る
わ
し
く
、
物
静
か
で
上
品
な
風
格
で
あ
っ

た
。
そ
の
道
士
は
陛
下
に
お
目
通
り
し
た
が
、
言
葉
遣
い
に
は
気
品
が
あ
り
、
礼
儀
作
法
は

完
璧
で
あ
っ
た
。
玄
宗
は
そ
の
道
士
に
坐
る
よ
う
命
じ
た
。
張
果
は
そ
れ
を
断
っ
て
「
弟
子

は
師
匠
の
傍
ら
に
控
え
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
座
席
を
賜
る
こ
と
は
分
不
相
応
で
す
」
と
言
っ

た
。
玄
宗
は
、
こ
の
様
子
を
見
て
、
ま
す
ま
す
嬉
し
く
な
り
、
そ
し
て
道
士
に
酒
を
賜
っ
た
。

道
士
は
一
斗
を
飲
み
ほ
し
た
が
酔
わ
な
か
っ
た
。
張
果
は
「
こ
れ
以
上
、
酒
を
賜
ら
な
い
よ

う
に
。
度
を
越
し
ま
す
と
必
ず
や
過
ち
が
お
こ
り
ま
す
。
ご
尊
顔
の
ひ
と
笑
い
で
十
分
で
ご

ざ
い
ま
す
」
と
断
っ
た
。
し
か
し
玄
宗
が
さ
ら
に
執
拗
に
酒
を
飲
ま
せ
る
と
、
突
然
酒
が
道

士
の
頭
の
て
っ
ぺ
ん
か
ら
湧
き
出
し
て
、
冠
が
地
面
に
落
ち
、
冠
は
酒
樽
の
ふ
た
に
変
わ
っ

て
し
ま
っ
た
。
玄
宗
と
女
官
た
ち
は
み
な
驚
い
て
ま
た
笑
い
、
そ
の
ふ
た
を
よ
く
よ
く
見
る

と
、
道
士
は
も
は
や
い
な
く
な
っ
て
い
た
。
た
だ
一
つ
の
金
の
酒
樽
が
あ
り
、
ふ
た
は
そ
れ

に
か
ぶ
さ
っ
て
い
た
。
酒
樽
は
一
斗
樽
で
あ
っ
た
。
調
べ
て
み
る
と
、
そ
の
酒
樽
は
集
賢
院

の
も
の
で
あ
っ
た
。
玄
宗
は
張
果
に
何
度
も
仙
術
を
披
露
さ
せ
た
が
、
そ
の
全
て
を
記
録
す

る
こ
と
が
で
き
な
い
ほ
ど
多
種
多
様
で
あ
っ
た
。

【
注
釈
】

●
公
卿
‥
公
と
卿
。
高
位
高
官
。

●
候
謁
‥
謁
見
す
る
の
を
待
つ
。『
舊
唐
書
』
卷
一
五
九
・
韋
處
厚
列
傳
「
久
次
當
進
及
受

代
閑
居
者
、
常
數
十
人
、
趨
中
書
及
宰
相
私
第
、
摩
肩
候
謁
、
繁
於
辭
語
。」

●
詭
‥
異
な
る
。「
方
外
の
事
」
に
関
す
る
一
般
の
解
釈
と
は
違
う
卓
越
し
た
答
え
を
し
た

と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
か
。『
漢
書
』
卷
七
七
・
劉
輔
傳
「
竊
見
諫
大
夫
劉
輔
、
前
以
縣

令
求
見
、
擢
爲
諫
大
夫
、
此
其
言
必
有
卓
詭
切
至
、
當
聖
心
者
、
故
得
拔
至
於
此
。」
顏

師
古
注
「
卓
、
高
遠
也
。
詭
、
異
於
衆
也
。」
あ
る
い
は
、
あ
ざ
む
く
、
だ
ま
す
の
意
味
で
、

真
義
や
奥
義
は
伝
え
ず
、
適
当
な
こ
と
を
述
べ
て
あ
し
ら
っ
て
い
た
と
い
う
こ
と
か
。

●
測
‥
こ
こ
は
、
堯
の
丙
子
の
歳
か
ら
の
年
数
を
計
算
す
る
と
い
う
意
味
と
考
え
る
。   

●
胎
息
‥
「
胎
児
の
よ
う
な
呼
吸
法
。
鼻
や
口
を
使
っ
て
外
気
を
呼
吸
す
る
の
で
な
く
、
赤

子
が
母
親
の
胎
内
に
い
る
時
の
よ
う
な
か
す
か
な
気
の
摂
取
を
行
い
、
呼
気
は
多
く
吸
気

は
少
な
く
し
て
、
元
気
を
体
内
に
蓄
積
し
て
い
く
と
さ
れ
る
。」（『
道
教
事
典
』「
胎
息
」、

原
田
二
郎
執
筆
）

●
黄
丸
‥
薬
の
名
称
。
嵆
康
「
難
張
遼
叔
宅
無
吉
凶
攝
生
論
」「
又
云
、多
食
不
消
、必
須
黃
丸
。

苟
命
自
當
生
、
多
食
何
畏
、
而
服
良
藥
。」（『
全
三
國
文
』
卷
五
〇
）。『
初
學
記
』
卷
五
・

地
理
上
・
泰
山
第
三
「
崔
文
子
。
劉
向
列
仙
傳
…
…
又
曰
、
崔
文
子
、
泰
山
山
人
。
好
黃

老
術
、
潛
居
山
下
。
作
黃
丸
賣
藥
。
有
疫
氣
者
、
飮
藥
卽
愈
。」

●
進
‥
飲
む
。
食
べ
る
。

●
内
殿
‥
奥
向
き
の
御
殿
。
皇
帝
の
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
空
間
の
御
殿
と
考
え
ら
れ
る
。

●
山
臣
‥
隠
士
の
皇
帝
に
対
す
る
自
称
。

●
升
‥
唐
代
の
一
升
は
、
約
〇
・
六
リ
ッ
ト
ル
。

●
斗
‥
一
斗
は
十
升
。
唐
代
の
一
斗
は
、
約
六
リ
ッ
ト
ル
。

●
可
‥
お
お
よ
そ
の
数
量
を
表
す
。
〜
ほ
ど
。

●
俄
‥
た
ち
ま
ち
。

●
殿
簷
‥
宮
殿
の
の
き
、
ひ
さ
し
。

●
美
姿
容
‥
容
姿
が
う
る
わ
し
い
。
み
め
う
る
わ
し
い
。『
三
國
志
』
卷
二
一
・
魏
書

二
一
・
衛
覬
傳
・
裴
松
之
注
「
岳
別
傳
曰
、（
潘
）岳
美
姿
容
、
夙
以
才
穎
發
名
。
其
所
著

述
、
清
綺
絶
倫
。」

●
旨
趣
‥
学
説
な
ど
の
内
容
、意
味
。
こ
こ
で
は
、人
と
な
り
、風
格
の
よ
う
な
意
味
に
解
す
。

●
雅
淡
‥
上
品
で
物
静
か
。

●
言
詞
‥
こ
と
ば
。
言
葉
遣
い
。

●
清
爽
‥
垢
抜
け
し
て
い
て
さ
わ
や
か
。

●
礼
貌
‥
礼
儀
正
し
い
顔
つ
き
や
態
度
。

●
臻
備
‥
完
全
に
備
わ
っ
て
い
る
。

●
侍
立
‥
恭
順
な
態
度
で
そ
ば
に
立
っ
て
控
え
る
。



― 95 ―

山口県立大学学術情報　第 13 号 〔大学院論集　通巻第 21 号〕 2020年 3 月

●
宜
‥
〜
す
る
の
が
ふ
さ
わ
し
い
。

●
目
‥
観
察
す
る
。
注
視
す
る
。

●
失
‥
誤
る
。
失
敗
す
る
。

●
龍
顔
‥
天
子
の
顔
。

●
一
笑
‥
ひ
と
わ
ら
い
。

●
致
‥
ま
ね
き
よ
せ
る
。
求
め
る
。
獲
得
す
る
。

●
頂
‥
頭
の
て
ん
っ
ぺ
ん
。

●
冠
子
‥
冠
。

●
榼
蓋
‥
酒
樽
の
ふ
た
。

●
嬪
御
‥
皇
帝
の
側
に
仕
え
る
女
官
。
皇
帝
の
侍
女
。
宮
女
。

●
験
‥
調
べ
た
だ
す
。

●
窮
紀
‥
記
し
尽
く
す
。
全
て
を
記
録
す
る
。
陸
機
「
呉
趨
行
」「
淑
美
難
窮
紀
、
商
搉
爲

此
歌
。」
李
善
注
「
賈
逵
國
語
注
曰
、
紀
、
猶
錄
也
。」（『
文
選
』
卷
二
八
）

【
原
文
】

有
師
夜
光
者
、善
視
鬼
。
玄
宗
常
召
果
坐
于
前
、而
敕
夜
光
視
之
。
夜
光
至
御
前
、奏
曰
、「
不

知
張
果
安
在
乎
。
臣
願
視
察
也
。」
而
果
在
御
前
久
矣
。
夜
光
卒
不
能
見
。
又
有
邢
和
璞
者
、

有
算
術
。
每
視
人
則
布
籌
于
前
、
未
幾
、
已
能
詳
其
名
氏
、
窮
達
、
善
惡
、
夭
壽
。
前
後
所

算
計
千
數
、
未
常
不
析
其
苛
細
。
玄
宗
奇
之
久
矣
。
及
命
算
果
、
則
運
籌
移
時
、
意
竭
神
沮
、

終
不
能
定
其
甲
子
。

【
書
き
下
し
文
】

師
夜
光
な
る
者
有
り
て
、
善
く
鬼
を
視
る
。
玄
宗　

常か
つ

て
果
を
召
し
て
前
に
坐
せ
し
め
、

而
し
て
夜
光
に
勅
し
て
之こ

れ
を
視
し
む
。
夜
光　

御
前
に
至
り
、
奏
し
て
曰
く
、「
張
果
の

安い
ず

く
に
か
在
あ
る
を
知
ら
ざ
る
か
。
臣　

願
く
ば
視
察
せ
ん
」
と
。
而
し
て
果
は
御
前
に
在

る
こ
と
久
し
。
夜
光　

卒つ
い

に
見
る
こ
と
能あ
た

わ
ず
。
又
た
邢
和
璞
な
る
者
有
り
て
、
算
術
有
り
。

毎
に
人
を
視
れ
ば
則
ち
籌
を
前
に
布し

き
、
未
だ
幾
ば
く
な
ら
ず
し
て
、
已
に
能よ

く
其そ

の
名
氏
、

窮
達
、
善
惡
、
夭
壽
を
詳
ら
か
に
す
。
前
後
算
計
す
る
所
は
千
を
も
っ
て
数
え
、
未
だ
常
に

其そ

の
苛
細
を
析
せ
ざ
る
は
あ
ら
ず
。
玄
宗　

之こ

れ
を
奇
と
す
る
こ
と
久
し
。
命
じ
て
果
を
算か
ぞ

え
し
む
る
に
及
べ
ば
、
則
ち
籌
を
運め
ぐ

ら
す
こ
と
時
を
移
し
、
意
竭つ

き
神
沮く
じ

け
、
終つ
い

に
其そ

の
甲

子
を
定
む
る
こ
と
能あ

た

わ
ず
。

【
大
意
】

師
夜
光
と
い
う
者
が
い
て
、
霊
視
能
力
を
持
っ
て
い
た
。
玄
宗
は
あ
る
と
き
張
果
を
召
し

出
し
御
前
に
坐
ら
せ
、
師
夜
光
に
命
じ
て
張
果
を
霊
視
さ
せ
た
。
師
夜
光
は
御
前
に
進
み
、

申
し
上
げ
た
、「
張
果
は
ど
こ
に
い
る
の
で
ご
ざ
い
ま
し
ょ
う
や
。
臣

わ
た
く
しは

し
っ
か
り
と
霊
視

致
し
た
く
存
じ
ま
す
。」
し
か
し
張
果
は
陛
下
の
御
前
に
長
い
間
い
た
の
で
あ
る
。
師
夜
光

は
最
後
ま
で
張
果
の
姿
を
見
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
次
に
邢
和
璞
と
い
う
者

が
い
て
、
占
術
を
よ
く
し
た
。
人
を
占
う
と
き
は
い
つ
も
算
木
を
前
に
な
ら
べ
、
ほ
ど
な
く

し
て
そ
の
姓
名
、困
窮
と
栄
達
、運
命
の
善
し
悪
し
、寿
命
を
詳
し
く
明
ら
か
に
し
た
。
占
っ

た
人
は
通
算
千
人
に
も
達
し
、
い
つ
も
微
に
入
り
細
に
入
り
解
き
明
か
し
て
し
ま
う
の
だ
っ

た
。
玄
宗
は
、
な
が
ら
く
邢
和
璞
を
尋
常
な
ら
ざ
る
者
と
考
え
て
い
た
。
そ
こ
で
命
じ
て
張

果
を
占
わ
せ
る
こ
と
と
な
っ
た
が
、
算
木
を
動
か
し
て
し
ば
ら
く
た
っ
た
が
、
精
根
尽
き
果

て
、
と
う
と
う
そ
の
年
齢
を
決
め
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。　

【
注
釈
】

●
視
察
‥
よ
く
見
て
調
べ
る
。

●
算
術
‥
計
算
に
よ
る
占
術
と
解
す
。

●
籌
‥
か
ず
と
り
。
算
木
。
数
を
か
ぞ
え
る
竹
の
棒
。

●
名
氏
‥
姓
名
。

●
窮
達
‥
困
窮
と
栄
達
。

●
算
計
‥
計
算
。
こ
こ
で
は
、「
算
」
と
同
義
で
、
占
う
と
解
す
。

●
苛
細
‥
極
め
て
こ
ま
か
い
。

●
析
‥
と
き
ひ
ら
く
。
解
き
明
か
す
。

●
移
時
‥
し
ば
ら
く
た
つ
。

【
原
文
】

玄
宗
謂
中
貴
人
高
力
士
曰
、「
我
聞
神
仙
之
人
、
寒
燠
不
能
瘵
其
體
、
外
物
不
能
浼
其
中
。

今
張
果
、
善
算
者
莫
得
究
其
年
、
視
鬼
者
莫
得
見
其
狀
。
神
仙
倏
忽
。
豈
非
眞
者
耶
。
然
常

聞
謹
斟
飮
之
者
死
。
若
非
仙
人
、
必
敗
其
質
。
可
試
以
飮
也
。」
會
天
大
雪
、
寒
甚
。
玄
宗

命
進
謹
斟
賜
果
。
果
遂
擧
飮
、盡
三
卮
、醺
然
有
醉
色
。
顧
謂
左
右
曰
、「
此
酒
非
佳
味
也
。」

卽
偃
而
寢
、
食
頃
方
寤
。
忽
覽
鏡
視
其
齒
、
皆
斑
然
焦
黑
。
遽
命
侍
童
取
鐵
如
意
、
擊
其
齒

盡
、
隨
收
于
衣
帶
中
、
徐
解
衣
出
藥
一
貼
、
色
微
紅
光
瑩
、
果
以
傅
諸
齒
穴
中
。
已
而
又
寢
、

久
之
忽
寤
、
再
引
鏡
自
視
、
其
齒
已
生
矣
。
其
堅
然
光
白
、
愈
于
前
也
。
玄
宗
方
信
其
靈
異
、

謂
力
士
曰
、「
得
非
眞
仙
乎
。」

【
書
き
下
し
文
】

玄
宗　

中
貴
人
・
高
力
士
に
謂
い
て
曰
く
、「
我
聞
く　

神
仙
の
人　

寒
燠お

う

は
其そ

の
体
を
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瘵く
る

し
む
る
こ
と
能あ
た

わ
ず
、
外
物
は
其そ

の
中
を
浼け

が

す
こ
と
能あ
た

わ
ず
と
。
今　

張
果
、
算
を
善
く

す
る
者
も
其そ

の
年
を
究
む
る
を
得
る
莫
く
、
鬼
を
視
る
者
も
其
の
状
を
見
る
を
得
る
莫
し
。

神
仙
は
倏
忽
た
り
。
豈あ

に
真
な
る
者
に
非
ざ
る
か
。
然し
か

れ
ど
も
常
に
聞
く　

謹き
ん

斟し
ん

は
之こ

れ
を

飲
む
者
は
死
す
と
。
若も

し
仙
人
に
非
ざ
れ
ば
、
必
ず
其そ

の
質
を
敗や
ぶ

ら
ん
。
試
み
に
以
て
飲
ま

し
む
可
し
」
と
。
会た

ま

た
ま
天
大
い
に
雪
ふ
り
、
寒
き
こ
と
甚
し
。
玄
宗　

命
じ
て
謹
斟
を
進

め
て
果
に
賜
わ
し
む
。
果　

遂
に
挙
げ
て
飲
み
、
三
卮し

を
尽
く
し
、
醺く
ん

然
と
し
て
酔
色
有

り
。
顧
み
て
左
右
に
謂
い
て
曰
く
、「
此こ

の
酒
は
佳
味
に
非
ざ
る
な
り
」
と
。
即
ち
偃ふ

し
て

寝い

ね
、
食

し
よ
く

頃け
い

に
し
て
方ま
さ

に
寤さ

む
。
忽た
ち
まち

鏡
を
覧
て
其そ

の
歯
を
視
れ
ば
、
皆
な
斑
然
と
し
て
焦

げ
て
黒
し
。
遽す

み

や
か
侍
童
に
命
じ
て
鉄
如
意
を
取
ら
し
め
、
其そ

の
歯
を
撃
ち
て
尽
く
し
、
随

い
て
衣
帯
の
中
に
収
め
、
徐お

も
むに
衣
を
解
き
て
薬
一
貼
を
出
せ
ば
、
色
は
微わ
ず

か
に
紅あ
か

く
光こ

う

瑩え
い

な

り
て
、
果　

以
て
諸
歯
の
穴
中
に
傅つ

く
。
已
に
し
て
又
た
寝
ね
、
之こ

れ
を
久
し
く
し
て
忽
ち

寤
め
、
再
び
鏡
を
引
き
て
自
ら
視
れ
ば
、
其そ

の
歯
は
已
に
生は

え
た
り
。
其そ

の
堅
然
と
し
て
光

白
な
る
こ
と
、
前
よ
り
愈ま

さ

る
な
り
。
玄
宗　

方ま
さ

に
其そ

の
霊
異
を
信
じ
、
力
士
に
謂
い
て
曰
く
、

「
真
仙
に
非
ざ
る
を
得
え
ん
や
」
と
。

【
書
き
下
し
文
】

玄
宗
は
寵
愛
し
て
い
る
宦
官
の
高
力
士
に
言
っ
た
、「
私
は
こ
の
よ
う
に
聞
い
た
こ
と
が

あ
る
。
神
仙
と
な
っ
た
人
間
は
、
暑
さ
寒
さ
も
そ
の
身
体
を
苦
し
ま
せ
る
こ
と
は
で
き
ず
、

そ
の
心
身
の
外
に
あ
る
も
の
に
よ
っ
て
そ
の
内
側
を
汚
す
こ
と
は
で
き
な
い
、
と
。
今
や
張

果
は
、
占
い
が
で
き
る
者
で
も
そ
の
年
齢
を
調
べ
尽
く
す
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
し
、
霊
視

が
で
き
る
者
で
も
そ
の
実
体
を
見
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
神
仙
は
時
間
の
流
れ
も
速
く
、

行
動
も
速す

み

や
か
で
あ
る
。
張
果
は
本
物
の
神
仙
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
し
か
し
私
は
ト
リ
カ

ブ
ト
の
煎
汁
を
飲
ん
だ
者
は
死
ぬ
と
つ
ね
づ
ね
聞
い
て
い
る
。
も
し
張
果
が
仙
人
で
な
い
な

ら
ば
、
必
ず
そ
の
本
質
を
損
な
う
は
ず
だ
。
試
し
に
飲
ま
せ
て
み
る
の
が
よ
い
。」
お
り
よ

く
大
雪
が
降
り
、
と
て
も
寒
く
な
っ
た
。
玄
宗
は
臣
下
に
命
じ
て
ト
リ
カ
ブ
ト
の
煎
汁
を
張

果
に
届
け
さ
せ
飲
む
よ
う
に
賜
っ
た
。
張
果
は
そ
の
ま
ま
煎
汁
の
入
れ
物
を
持
ち
上
げ
て
飲

み
、
大
盃
で
三
杯
を
飲
み
干
し
、
機
嫌
良
く
酔
っ
払
っ
て
い
る
顔
色
で
あ
っ
た
。
張
果
は
振

り
返
っ
て
ま
わ
り
の
弟
子
達
に
言
っ
た
、「
こ
の
酒
は
良
い
味
で
は
な
い
。」
す
る
と
す
ぐ
に

寝
転
ん
で
眠
っ
て
し
ま
い
、
し
ば
ら
く
し
て
よ
う
や
く
目
覚
め
た
。
ふ
と
鏡
に
映
し
て
歯
を

よ
く
見
る
と
、
す
べ
て
ま
だ
ら
模
様
に
焼
け
焦
げ
て
黒
く
な
っ
て
い
た
。
張
果
は
、
す
ぐ
さ

ま
仕
え
て
い
る
わ
ら
べ
に
命
じ
て
鉄
の
如
意
を
渡
さ
せ
、
自
分
の
歯
を
打
ち
付
け
て
す
べ
て

折
っ
て
し
ま
い
、
そ
の
あ
と
す
ぐ
に
着
物
の
帯
に
し
ま
い
、
ゆ
っ
く
り
と
服
を
脱
い
で
薬
を

一
つ
出
す
と
、
そ
の
色
は
ほ
ん
の
り
し
た
赤
で
光
り
輝
き
、
張
果
は
そ
れ
を
全
て
の
歯
の
抜

け
た
穴
に
塗
っ
た
。
そ
う
し
て
再
び
横
に
な
っ
て
眠
り
、
ず
い
ぶ
ん
経
っ
て
か
ら
突
然
目
覚

め
、
も
う
一
度
鏡
を
引
き
寄
せ
て
自
分
の
顔
を
よ
く
見
る
と
、
歯
は
す
で
に
生
え
そ
ろ
っ
て

い
た
。
そ
の
堅
く
白
く
輝
く
さ
ま
は
、
焼
け
焦
げ
る
前
に
ま
さ
っ
て
い
た
。
玄
宗
は
そ
こ
で

は
じ
め
て
そ
の
超
能
力
を
信
じ
、
高
力
士
に
「
正
真
正
銘
の
神
仙
で
な
い
は
ず
は
な
い
」
と

言
っ
た
。

【
注
釈
】

●
中
貴
人
‥
宮
中
で
皇
帝
の
寵
愛
を
受
け
る
者
。
主
と
し
て
宦
官
。

●
寒
燠
‥
寒
さ
と
暑
さ
。

●
瘵
‥
傷
つ
け
損
ね
る
。
病
。

●
外
物
‥
自
身
の
心
身
の
外
に
あ
る
も
の
。『
莊
子
』
外
物
篇
「
外
物
不
可
必
。
故
龍
逢
誅
、

比
干
戮
、
箕
子
狂
、
惡
來
死
、
桀
紂
亡
。」

●
浼
‥
け
が
す
。
汚
。

●
神
仙
倏
忽
‥
「
倏
忽
」
は
、
す
み
や
か
、
に
わ
か
の
意
味
。
こ
の
文
、
意
味
が
よ
く
分
か

ら
な
い
。
大
意
に
示
し
た
よ
う
に
解
す
。

●
謹
斟
‥
ト
リ
カ
ブ
ト
の
煎
汁
。「
謹
」
は
、両
『
唐
書
』
張
果
列
傳
か
ら
考
え
る
と
「
菫（
ト

リ
カ
ブ
ト
）」
で
あ
ろ
う
。「
謹
」
は
「
堇
」
に
通
じ
る
が
「
菫
」
と
は
別
字
で
あ
る
。
な

お
「
堇
」
と
「
菫
」
と
は
混
用
さ
れ
て
い
る
。「
斟
」
は
、
飲
み
物
。

●
質
‥
本
質
。
根
本
。
中
身
。

●
進
‥
こ
こ
は
、
贈
る
、
届
け
る
の
意
味
に
解
す
。

●
酔
色
‥
酔
っ
払
っ
た
顔
色
、
顔
つ
き
。

●
偃
‥
仰
向
け
に
寝
る
。
寝
こ
ろ
ぶ
。

●
食
頃
‥
食
事
を
す
る
く
ら
い
の
時
間
。
し
ば
ら
く
。

●
斑
然
‥
ま
だ
ら
模
様
の
あ
る
さ
ま
。

●
侍
童
‥
給
仕
と
し
て
そ
ば
に
仕
え
る
こ
ど
も
。

●
随
‥
そ
の
あ
と
す
ぐ
に
。

●
解
衣
‥
衣
服
を
脱
ぐ
。

●
貼
‥
数
詞
。
も
の
を
数
え
る
単
位
。

●
光
瑩
‥
光
り
輝
く
。

●
光
白
‥
白
く
輝
く
。
張
協
「
七
命
八
首
」
其
五
「
大
夫
曰
、
楚
之
陽
劍
、
歐
冶
所
營
。

…
…
光
如
散
電
、
質
如
耀
雪
。」
李
善
注
「
莊
子
曰
、
此
劍
一
用
、
如
雷
霆
之
震
也
。
魏
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文
帝
大
牆
上
蒿
行
曰
、
我
帶
長
寶
劍
、
光
白
如
積
雪
。」（『
文
選
』
卷
三
十
五
）

●
霊
異
‥
神
秘
的
で
不
可
思
議
。

【
原
文
】

遂
下
詔
曰
、「
恆
州
張
果
先
生
、
遊
方
之
外
者
也
。
跡
先
高
尚
、
心
入
窅
冥
。
久
混
光
塵
、

應
召
赴
闕
。
莫
知
甲
子
之
數
、
且
謂
羲
皇
上
人
。
問
以
道
樞
、
盡
會
宗
極
。
今
則
將
行
朝
禮
、

爰
申
寵
命
。
可
授
銀
青
光
祿
大
夫
、
仍
賜
號
通
玄
先
生
。」

【
書
き
下
し
文
】

遂
に
詔
を
下
し
て
曰
く
、「
恒
州
の
張
果
先
生
は
、
方
の
外
に
遊
ぶ
者
な
り
。
跡
は
高
尚

を
先
ん
じ
、
心
は
窅よ

う

冥め
い

に
入
る
。
久
し
く
光
塵
を
混
ぜ
、
応
に
城
闕
に
召
く
べ
し
。
甲
子
の

数
を
知
る
莫
く
、
且
つ
謂お

も

う　

羲
皇
上
の
人
か
と
。
問
う
に
道
枢
を
以
て
す
れ
ば
、
尽
く
宗

極
を
会
す
。
今
則
ち
将
に
朝
礼
を
行
な
い
、
爰こ

こ

に
寵
命
を
畀あ
た

え
ん
と
す
。
銀
青
光
禄
大
夫
に

可か

と
し
、
仍よ

り
て
号
を
通
玄
先
生
と
賜
う
」
と
。

【
大
意
】

そ
し
て
玄
宗
は
詔
を
下
し
て
述
べ
た
、「
恒
州
の
張
果
先
生
は
、
俗
世
の
外
を
自
由
に
行

く
者
で
あ
る
。
そ
の
行
な
い
は
、
天
子
に
仕
え
る
こ
と
よ
り
高
潔
さ
を
優
先
し
、
そ
の
心
は
、

奥
深
い
境
地
に
達
し
て
い
る
。
長
ら
く
優
れ
た
風
采
を
維
持
し
、
都
城
に
招
聘
し
て
臣
下
と

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
の
年
齢
は
不
詳
で
あ
り
、
ま
た
聖
天
子
・
伏
羲
の
時
代
の
人
か

と
思
し
い
。
道
の
か
な
め
に
つ
い
て
尋
ね
る
と
、
も
の
ご
と
の
根
源
を
余
す
と
こ
ろ
な
く
会

得
し
て
い
る
。
今　

朕
へ
の
拝
謁
の
礼
を
挙
行
し
、
こ
こ
に
寵
愛
の
意
を
以
て
命
を
与
え
る
。

銀
青
光
禄
大
夫
に
任
じ
、
よ
っ
て
こ
こ
に
通
玄
先
生
の
称
号
を
下
賜
す
る
。」

【
注
釈
】

●
方
之
外
‥
「
方
外
」
に
同
じ
。『
舊
唐
書
』
張
果
列
傳
の
「
方
外
」
の
注
を
参
照
。（

待
続
）

（
中
国
文
学
）
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張果関連文献訳注稿（上）

Translations and Notes of Documents Relating to Zhang Guo 張果 Part1

Yoshiharu KAWAGUCHI 
（Chinese Literature)

Abstract

Zhang Guo 張果 is well known as one of the Baxian 八仙 or the Eight Immortals of Daoism. 
This paper contains the following translations and notes of documents that are fundamental to research 

relating to Zhang Guo:
(1) Jiutangshu Zhang Guo zhuan　『舊唐書』張果傳
(2) Xintangshu Zhang Guo zhuan　『新唐書』張果傳
(3) Xintangshu Yiwenzhi　『新唐書』藝文志
(4) Songshi Yiwenzhi　『宋史』藝文志
(5) Quantangwen Zhang Guo zhuan　『全唐文』小傳
(6) Quantangshi  Zhang Guo zhuan　『全唐詩』小傳
(7) Taipingguangji “Zhang Guo”　『太平廣記』「張果」
(8) An episode of Xuanshizhi 『宣室志』 in which Zhang Guo is the lead character.
(9) Li Qi “Ye Zhang Guo Xiansheng”(verse)　李頎「謁張果先生」詩
(10) Zhang Guo “Daoti Lun Xu”　張果「道體論序」
(11) Zhang Guo “Huangdi Yinfu Zhu Xu”　張果「黃帝陰符注序」
(12) Zhang Guo “Taishang Jiuyao Xinyin Miaojing Xu”　張果「太上九要心印妙經序」
(13) Zhang Guo “Ti Dengzhendong”(verse)   張果「題登眞洞」詩

This paper is divided into 3 parts. Publication part 1 is (1)−(6) and most of (7). Publication part 2 includes 
the remainder of (7), and (8) and (9). Part 3 is (10)−(13) next year.




